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埼玉　あなたの “街 ” 自慢コンテスト
市町村部門（ラジオＣＭ）グランプリ受賞

本庄市のラジオＣＭがＦＭ ＮＡＣＫ５で
11 月から１年間放送されます！

あなたが思う、この街の自慢・魅力は何ですか？

開局 30 周年を迎えた FM NACK5 が主催した「埼玉　
あなたの“街”自慢コンテスト」の市町村部門（ラジ
オＣＭ）で本庄市の作品がグランプリを受賞しました。
これを記念して広報ほんじょうでは、本庄の魅力を語
る「ホンモノガタリ」をスタート。まちの自慢や魅力
は十人十色。どんな話が語られるのか…
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東京 2020 パラリンピック競技大会に向けて覚書を締結しました

５人制サッカー トルコ代表チーム
の事前キャンプ地に

　
本
庄
市
と
早
稲
田
大
学
、
ト
ル

コ
視
覚
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、

10
月
４
日
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
ア

ン
カ
ラ
市
に
て
、
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
５
人
制
サ

ッ
カ
ー
ト
ル
コ
代
表
チ
ー
ム
が
本

庄
市
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
覚

書
を
締
結
し
ま
し
た
。　

　

本
庄
市
は
、
盲
目
の
国
学
者
、

塙
保
己
一
の
生
誕
地
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
障
害
者
と
の
「
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
庄
市
で
は
弱
視
者

に
よ
る
「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ッ
ト

サ
ル
」
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
合

宿
を
市
民
主
導
に
よ
り
支
援
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
５
人
制
サ
ッ

カ
ー
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

ト
ル
コ
代
表
チ
ー
ム

　
ト
ル
コ
代
表
チ
ー
ム
と
は
、
今

年
の
３
月
に
日
本
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ

ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
会
合
で
初
面

談
を
行
い
、
７
月
の
チ
ー
ム
関
係

者
に
よ
る
練
習
施
設
等
の
視
察
を

経
て
覚
書
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、ト
ル
コ
代
表
チ
ー
ム
は
、

来
夏
頃
開
催
の
欧
州
予
選
を
突
破

す
る
と
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
過
去
２
回
、
連
続
出
場

し
て
い
る
強
豪
国
で
す
。

川
淵
三
郎
キ
ャ
プ
テ
ン
よ
り

　

今
回
の
覚
書
締
結
に
あ
た
り
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
川
淵
三
郎

キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
心
か
ら
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
か

た
ち
で
ト
ル
コ
と
の
交
流
が
図
ら

れ
、
友
好
関
係
が
続
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　
覚
書
に
は
、
ト
ル
コ
代
表
チ
ー

ム
の
本
庄
市
内
で
の
事
前
合
宿
実

施
や
本
庄
市
と
早
稲
田
大
学
に
よ

る
施
設
提
供
、
ト
ル
コ
代
表
チ
ー

ム
と
市
民
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い

て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
本
庄
市
で
は
、
ト
ル
コ
代

表
チ
ー
ム
と
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
期

間
中
だ
け
で
な
く
、
人
的
・
経
済

的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
を
図
る

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　
日
本
選
手
と
同
様
に
ト
ル
コ
代

表
チ
ー
ム
を
み
な
さ
ん
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

★
企
画
課
☎
25
―
１
１
５
７

▼

ト
ル
コ
共
和
国
ア
ン
カ
ラ
市
に
て
覚
書
を
締
結

▲７月 トルコチーム関係者が来日し視察▲在トルコ日本国大使館に展示された友好の絵▲トルコ訪問をした様子が公営放送で報道された

　
「
気
候
が
良
い
、
災
害
が
少
な
い
、

交
通
の
便
が
良
い
な
ど
、
生
活
の
土

台
に
な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

穏
や
か
な
と
こ
ろ
」
と
本
庄
の
魅
力

に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
蓮
さ
ん
。

穏
や
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
環
境
だ

か
ら
こ
そ
、
新
し
く
刺
激
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
に
も
な
る
と
考
え

る
蓮
さ
ん
は
、「
本
庄
は
都
心
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
よ
い
の
で
、
出
か
け
た

時
に
得
た
情
報
を
形
に
し
や
す
い
土

地
。
地
域
の
た
め
に
新
し
い
も
の
を

作
り
出
す
人
た
ち
を
応
援
す
る
こ
と

で
本
庄
が
よ
り
よ
い
方
向
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト（
更
新
）し
て
い
く
と
思
う
」

と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
で
市
内
へ
移
住
し
た

方
に
取
材
を
し
た
際
、『
地
域
活
動

に
参
加
し
た
こ
と
で
、
近
所
の
方
が

た
く
さ
ん
助
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
温
か
い
人
が
多
い
な
と
感

じ
た
』
と
い
う
話
を
聞
き
、
普
段
の

何
気
な
い
近
所
付
き
合
い
も
ま
ち
の

魅
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
気
が
つ

い
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
何
も
無
い
と
言
う
人
も
、
毎
年

お
祭
り
前
に
な
る
と
そ
わ
そ
わ
し
た

り
、
お
祭
り
の
た
め
に
美
容
院
の
予

約
を
し
た
り
す
る
。
日
常
に
溶
け
込

ん
で
い
る
か
ら
見
つ
け
に
く
い
け
れ

ど
、
実
は
と
き
め
い
た
り
す
る
気
持

ち
は
誰
に
で
も
あ
る
」
と
話
す
蓮
さ

ん
。
ま
ち
の
魅
力
は
特
別
な
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、
と
き
め
き
の
中
に

隠
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ま
ち
の
魅
力
と
言
う
と
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
自
分
の
周
り
の
も
の
を
『
リ

ス
ペ
ク
ト
』
や
『
好
き
』
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
み
る
と
語
れ
る
人
は

増
え
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」。

本
庄
の
魅
力
を
探
る

　
「
あ
な
た
の
ま
ち
の
魅
力
は
何

で
す
か
？
」
と
改
め
て
問
わ
れ
る

と
、
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、
当
た

り
前
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

見
逃
し
て
し
ま
い
が
ち
な
自
分
の

ま
ち
の
魅
力
。

　
今
月
号
か
ら
連
載
で
お
届
け
す

る
「
ホ
ン
モ
ノ
ガ
タ
リ
」
で
は
、

本
庄
の
も
の
（
＝
魅
力
、
資
源
）

を
本
庄
に
関
わ
る
人
に
語
っ
て
も

ら
い
、
見
逃
し
が
ち
な
本
庄
の
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
、
市
内
在
住
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
蓮 

良
一
さ
ん
。
蓮
さ

ん
は
、
長
瀞
町
に
あ
る
株
式
会
社

コ
ア
で
数
多
く
の
県
内
自
治
体
の

広
報
物
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
人
に

出
会
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
改
め
て

感
じ
る
本
庄
の
魅
力
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

ま
ち
の
好
き
を
見
つ
け
よ
う
、
ま
ち
の
好
き
を
語
ろ
う

あなたの見つけた本庄の好きを発信してみませんか

■インスタグラムで「＃本庄すまいる」をつけて投稿
　インスタグラムでハッシュタグ「＃本庄すまいる」をつ
　けて投稿してみましょう。

■街こい写真（こいフォト）へ投稿
　市内で撮影した写真を市の広報媒体を通してたくさんの　
　人と共有しませんか。
投稿方法　タイトルに「街こい写真」と明記し、本文に氏　　 
　　　　　名（匿名・ニックネーム可）、写真タイトル、撮

 影日、撮影場所、簡単な説明文を記入して画像
 とともにをメール（kouhou@city.honjo.lg.jp)	
	 で投稿
掲載媒体　市ホームページ、市フェイスブック「てっ！ほ　
　　　　　んじょう」、その他市が情報提供するもの

【注意】個人や商店等を撮影する場合は投稿の承諾を得るよ
　 　 　うお願いします。
※詳しい内容・注意事項は右記から市ホーム
ページをご覧ください。
★広報課☎ 25 －１１５５

日常に溶け込むときめき
4 4 4 4

を探してみて

本庄市公式インスタグラムでも
＃本庄すまいるを発信中！▶

▲街こい写真

蓮　良一　さん

ホンモノガタリ　No.１

honmono-gatari



　

関和 成昭 氏
（小島）
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Information

お知らせ

▶保護司の活動拠点

更生保護サポートセンターが開所されました
★地域福祉課☎25－１１２７

募　集

▶たくさんの笑顔で新年を迎えませんか

みんなでつくる笑顔の広報紙
笑顔の写真を募集します

★広報課☎ 25 －１１５５

　法務大臣から委嘱を受け、犯罪予防や更生保護活
動を行っている保護司の活動拠点となる「更生保護
サポートセンター」が、市内に２か所開設されまし
た。
　同センターには、経験豊富な保護司が企画調整保
護司として常駐します。今後、罪を犯した人や非行
少年等の立ち直りを助ける保護司活動の支援や、地
域や関係機関等と連携して更生保護活動を行う場と
して活用され、地域における更生保護のなお一層の
充実強化が図られることが期待されます。

【本庄地区更生保護サポートセンター】
　本庄地区（旧本庄市・上里町）保護司会による29
名の保護司が企画調整保護司として交替で常駐しま
す。

●開所日　10月30日㈫
●場　所　本庄市銀座3－1－27　２階
●運営日　毎週火・土曜日（休日、年末年始除く）
　　　　　午前10時～午後４時

【こだま更生保護サポートセンター】
　児玉地区（旧児玉町・美里町・神川町）保護司会
による12名の保護司が企画調整保護司として交替で
常駐します。
●開所日　10月１日㈪
●場　所　児玉総合支所第２庁舎内
●運営日　毎週　火・木曜日(休日、年末年始除く)
　　　　　午前９時～午後３時

お知らせ

▶消防団員の規律と技術を

★危機管理課☎ 25－１１８４・総務課☎ 72－１３３１

　火災が発生しやすくなる季節を前に、市と消防団
本庄方面隊・児玉方面隊では、特別点検を実施しま
す。この特別点検は、消防団員の職務遂行に必要な

「人員服装規律」及び「機械器具」等の点検を行い、
災害活動体制の万全を期するために実施するもので
す。ぜひご覧ください。

　あなたの撮った笑顔の写真が、新年を飾る「広報
ほんじょう」１月号の表紙になります。みなさんの
笑顔の写真で広報の表紙を埋め尽くしませんか。
　たくさんのご応募をお待ちしています。
●写真テーマ　「笑顔」（平成30年に撮影）
●応募条件
　被写体が市内在住者（年齢制限はありません）
●募集期間　12月５日㈬まで（必着）
●応募方法
　被写体の氏名、住所、応募者の氏名、住所、連絡
　先を明記のうえメール、郵送又は直接広報課へ
　 omedetou@city.honjo.lg.jp
　※件名に「笑顔の写真」と明記してください。
　郵送　〒367-8501　本庄市本庄3－5－3
　　　　本庄市役所広報課広報係

●注意点
・応募いただいた写真は返却できません。
・被写体の方の了解を得てご応募ください。
・１枚につき被写体はできるだけ１名でお願いします。
・特殊効果や文字挿入等、画像加工したものは掲載
　できません。
・写真はアップでなるべく縦で撮影してください。
・掲載時の大きさや位置などは選べません。
・掲載に不適切であると思われる写真に関しては、
　掲載しない場合があります。
・応募者多数の場合は、抽選に
　なります。また、表紙以外の
　掲載になる場合があります。

お知らせ

▶25議案を審議　

平成30年本庄市議会
第３回定例会

　９月30日に任期満了となりました人権擁護委員に
ついて、関和 成昭 氏が再任として、10月１日付で
法務大臣から委嘱されました。

▶法務大臣から委嘱

★議会事務局☎ 25－１１４８

人権擁護委員を紹介

　平成30年市議会第３回定例会が、８月27日から９
月20日までの日程で開催されました。
　今議会には、予算総額を歳入歳出それぞれ269億
3,203万3,000円とする「平成30年度本庄市一般会計
補正予算（第２号）」、子ども医療費の対象となる
子どもの年齢の引き上げ等するための「本庄市子ど
も医療費支給に関する条例の一部を改正する条例」
など14議案を提出し、さらに、最終日に、平成29年
度決算認定の８議案を提出しました。また、議員提
出議案として、「埼玉県議会議員選挙区について児
玉郡及び本庄市が同一選挙区となるよう求める意見
書」など意見書３議案が提出されました。
　25日間の審議の結果、平成29年度決算認定の８議
案が閉会中の継続審査とされ、それ以外の17議案は
原案のとおり可決、同意され、閉会しました。

お知らせ

ほんじょうインフォメーション

★市民活動推進課☎25－１１１８

本庄方面隊・児玉方面隊

消防特別点検を実施します

【児玉方面隊】
●日時　11月11日㈰　午前８時～
●会場　児玉小学校グラウンド
※雨天時は、午前10時よりエコーピアで実施。

【本庄方面隊】
●日時　11月25日㈰　午前８時～
●会場　若泉運動公園第１グラウンド
※雨天時は、午前10時より本庄西小学校体育館で　
実施。

人権擁護委員とは
　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づい
て、人権相談を受けたり人権の考えを広める活
動をしている民間ボランティアです。人権擁
護委員は無報酬ですが、現在、約14,000人が法
務大臣から委嘱され、積極的な人権擁護活動を
行っています。　　　　　 法務省ホームページより
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　市内体育施設の定期利用団体登録の受付を開始し
ます。登録をした団体は、登録の使用枠(各施設・曜
日・時間)について、優先的に予約でき、使用料の減
免を受けることができます。

●登録期間　2019年４月～2020年３月
●登録資格　
　①市内在住・在勤・在学者が10名以上いる
　②監督者として成人が２名以上いる
　③年間を通して定期的に活動する
　④営利を目的としない
●申込方法　
　　12月７日㈮までに申請用紙（登録申請書・減免申
請書）を記入し、体育課（市役所３階）又は下記の
各受付場所へ提出
※申請用紙は各受付場所、又は市ホームページ（トッ
プページ→申請書ダウンロード→施設利用）からダウ
ンロードできます。
※団体構成員から会費を徴収している団体は、収支内
訳(書式自由)も併せて提出してください。
●受付場所（利用施設毎に異なります）　
▶シルクドーム、ケイアイスタジアム(市民球場)※、
本庄総合公園多目的グラウンド、北泉テニスコート、

本庄地域の各小学校体育館・グラウンド※、各中学
校体育館及び本庄東中学校・本庄南中学校の武道場　
→　シルクドーム（☎25－５６７７）
▶エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、児
玉総合運動公園グラウンド※、共栄公園テニスコー
ト※、児玉地域の各小学校体育館・グラウンド※、
児玉中学校体育館及び武道場　→　エコーピア（☎
73－３８１５）
▶武道館、弓道場、若泉第1グラウンド※及び第2グ
ラウンド、若泉第1テニスコート※及び第２テニス
コート　→　武道館（☎24－７１８１）
▶市民体育館、河川敷グラウンド（山王堂・下仁手）　
→　市民体育館（☎24－４６５７）
●その他
・※印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます（本
庄地域は、藤田小・仁手小・北泉小のグラウンド）。
・学校・市の行事や各大会等の予約が優先されるため、
施設を利用できない日時・期間があります。
・登録希望枠が重複した場合、重複団体をお呼びして
調整会議を開くことがあります。
・１月中旬に平成31年度定期利用登録団体全体説明会
を実施します。

★体育課☎25－１１５２

平成31年度
体育施設等定期利用団体登録を受付

国民年金のお知らせ 11月は｢ねんきん月間｣・11月30日は｢年金の日｣
日本年金機構は、公的年金制度に対する理解を深めて
いただくことを目的として、11月を「ねんきん月間」
としています。また、ご自身の年金記録や年金受給見
込額を確認し将来の生活設計に思いを巡らす日として、
11月30日を「年金の日」としています。

★市民課国民年金係☎ 25－１１１４
　市民福祉課市民税務係☎ 72－１３３３

　日本年金機構では国民年金及び厚生年金に加入して
いる人に、これまでの年金加入記録や将来の年金見込
額等を記載した「ねんきん定期便」を毎年誕生月に送
付しています。
　また、日本年金機構ホームページの「ねんきんネッ
ト」をご利用いただくと、ご自宅のパソコンやお手元
のスマートフォンで、24 時間いつでも最新の年金記
録を確認することができます。さらに、これからの人
生設計に合わせた働き方の条件を設定して、年金見込

額を試算することも可能です。
　ぜひ、この機会に「ねんきん定期便」、「ねんきんネット」
を活用し、ご自分の年金状況を把握しておきましょう。

●問合せ
　「ねんきん定期便・ねんきんネット」専用ダイヤル
　☎０５７０―０５８―５５５
　ＩＰ電話の場合
　☎０３―６７００―１１４４

未来の生活設計について考えてみませんか？ 　

Ｑ国民年金はどのような人が加入するのですか？
Ａ国民年金は、日本国内に住所を有する20歳以上60歳
未満の全ての人（外国人も含む）に加入する義務が
あります。

Ｑ会社を退職しました。年金の手続きを教えてください。　　　　
Ａ20歳以上60歳未満で会社を退職された人は、第２号
被保険者（会社員・公務員等）から第１号被保険者
　（自営業者・学生等）への変更の届出が必要です。
年金手帳と退職日が確認できる書類を持参のうえ、
市民課（市役所１階）又は市民福祉課（アスピアこ
だま内）で手続きをしてください。

Ｑ年金手帳を紛失しました。どうしたらよいですか？
Ａ再交付できます。第１号被保険者は、市民課・市民
福祉課又は熊谷年金事務所、第２号被保険者は勤務
先、第３号被保険者は配偶者の勤務先の所在地を管
轄する年金事務所でそれぞれ再交付の申請をしてく
ださい。

Ｑ私は年金を受け取れますか？
Ａ老齢基礎年金は、次の①～⑤の期間の合計が10年
（120月）以上ある人が請求すれば、原則65歳から支
給されます。
　①国民年金保険料を納めた期間
　②国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付特例
を受けた期間

　③厚生年金・共済年金の加入期間
　④第３号被保険者期間
　⑤合算対象期間（「カラ期間」といいます。厚生年
金等の加入者の配偶者が昭和61年３月以前に任意
加入しなかった期間、平成３年３月以前に学生で
あるため任意加入しなかった期間、海外に住んで
いて任意加入しなかった期間等）

Ｑ障害基礎年金はどのような場合に受けられますか？
Ａ国民年金加入中又は20歳前に初診日（初めて医師等
の診療を受けた日）のある病気やけがにより、国民
年金の障害等級表に定める１級又は２級（※）に該
当する障害が残った場合に支給されます。ただし、
20歳前に初診日がある場合を除いて、一定の保険料
の納付要件があります。
※障害者手帳の等級とは認定基準が異なります。

国民年金Ｑ＆Ａ　～あなたの疑問に答えます～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。控除の対
象となるのはその年の１月から12月までに納めた保険
料の全額で、過去の年度分や追納分も含まれます。
　平成30年１月１日から10月１日までの間に国民年金
保険料を納付した人には「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付
されます（９月下旬から10月上旬にかけてコンビニエ
ンスストアで保険料を納付した人には11月中旬に、10
月２日から12月31日までの間に今年初めて国民年金保
険料を納付した人には来年の２月上旬に送付されま
す）。年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又

は領収書）を添付してください。
　また、家族分の国民年金保険料を納付した場合、そ
の保険料も合わせて控除が受けられますので、家族あ
てに送られた控除証明書を添付のうえ申告してくださ
い。
●「社会保険料控除証明書」に関するお問い合わせ
　ねんきん加入者ダイヤル
　☎０５７０－００３－００４
　ＩＰ電話の場合
　☎０３－６６３０－２５２５
　熊谷年金事務所
　☎０４８－５２２－５０１２

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます



本庄市人事行政の運営等の状況を公表します
　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成29年度の市職員の採用・退職・給与などの状況について、
次のとおり公表します。
※特に記述のないものは、平成29年４月１日現在の状況です。 ★行政管理課☎ 25 －１１６０
１　職員の任免及び職員数に関する状況
⑴ 採用の状況（平成29年度）

事務職 保健師 合計
採用者数 19(9) 1(1) 20(10)

（注）（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑵ 再任用職員の状況
　 平成29年度の再任用職員は22名(うち女性５名)でした。
⑶退職の状況（平成29年度）

事務職 技術職 技能労務職 合計
定年退職 8(1) 人 4(1) 人 0 人 12(2) 人
勧奨退職 3(3) 人 0 人 0 人 3(3) 人

自己都合退職 1(0) 人 1(0) 人 0 人 2(0) 人
その他（死亡、免職等） 0 人 0 人 0 人 0 人

計 12(4) 人 5(1) 人 0 人 17(5) 人
（注）（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑷部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区分

部門
職員数 対前年

増減数平成28年 平成29年

普
通
会
計

一
般
行
政

議　会 ６人 ６人 ０
総　務 136人 128人 －８
税　務 51人 50人 －１
民　生 100人 99人 －１
衛　生 36人 35人 －１
労　働 １人 １人 ０

農林水産 17人 17人 ０
商　工 ５人 ６人 １
土　木 63人 70人 ７

計 415人 412人 －３
教　育 54人 55人 １
小　計 469人 467人 －２

公
営
企
業
等

会
計

水　道 15人 15人 ０
下水道 15人 16人 １
その他 34人 36人 ２
小　計 64人 67人 ３

合　計 533人 534人 １

⑸級別職員数の状況
　①一般職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
８級 部長・局長・支所長 11人 2.1％
７級 次長・参事 ７人 1.3％
６級 課長・副参事 40人 7.6％
５級 課長補佐・主幹 88人 16.7％
４級 係長・主査 143人 27.1％
３級 主任・専門員 98人 18.6％
２級 主事・技師 115人 21.8％
１級 主事補・技師補 25人 4.8％
　②技能労務職
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 自動車運転手・技能

員・用務員・調理員・
専門員

７人 100％
２級 ０人 ― ％
１級 ０人 ― ％

注１ 職員数の合計は534人です。
　２ 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　３ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

２　職員の給与の状況
⑴人件費の状況（平成29年度　普通会計決算）
住民基本
台帳人口
(平成29年度末)

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
平成28年度
の人件費率

人
78,550

千円
28,080,199

千円
2,118,807

千円
3,906,207

％
13.9

％
13.1

注１　人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済費、
　　非常勤特別職の職員に対する報酬、社会保険料等をいいます。
　２　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理する事
　　業の範囲が、各自治体で異なっているため、統一的な基準で整
　　理して比較できるようにした統計上の会計区分をいいます。

⑵職員給与費の状況（平成29年度普通会計決算）

職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当

計
Ｂ

人
467

千円
1,720,115

千円
274,669

千円
677,189

千円
2,671,973

千円
5,722

注１　職員数は、平成29年４月１日現在で普通会計に属する一般職
　　の人数です。
　２　給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれ
　　ていますが、職員数には当該職員を含んでいません。

⑶平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.5歳 314,640円 356,768円
注　　一般行政職とは、国の指定統計調査である地方公務員給与実
　　態調査等において職種を区分する際に用いられるもので、企業
　　職、技能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

⑷初任給の状況（平成29年度）
区分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 185,800円 165,700円 151,500円

⑸期末手当・勤勉手当の状況（平成29年度）
区分 ６月期 12月期 計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.85月分 0.95月分 1.80月分

⑹特別職等の報酬等の状況（平成29年度）
区分 報酬月額等

給
料

市　長 890,000円
756,000円
697,000円

副市長
教育長

報
酬

議　長 425,000円
374,000円
353,000円

副議長
議　員

期
末
手
当

市長・副市長・教育長 4.35月分　注２ 減額あり

議長・副議長・議員 4.35月分
注１　給料について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　　市長は10％、副市長及び教育長は５％
　２　期末手当について、下記のとおり減額措置を行いました。
　　　市長は20％、副市長及び教育長は10％

｝注１ 減額あり

【相談事例１】
　2日前、「総合消費料金未納分訴訟最終通知書」
というハガキが届いた。内容は、総合消費料金が未
納となっており、契約会社や運営会社によって民事
訴訟の訴状が提出され、連絡がない場合は、給料等
を差し押さえるというものだった。料金未納につい
て全く心当たりがなかったので、ハガキに記載の
あった取り下げの相談窓口に電話をした。
　私が｢総合消費料金は何か｣と尋ねたが､窓口は｢答
えられない。弁護士に相談せよ」と言った。教えら
れた弁護士に連絡すると、プリペイドカードを30万
円分用意せよと言われ、昨日、コンビニでプリペイ
ドカードを30万円分購入し、券面の番号を教えた。
後刻、弁護士から電話があり、「大変なことになっ
ている。相手が裁判を取り下げないと言っている。
未納料金は150万円だ。お金を準備してくれなけれ
ばあなたの弁護はできない。いくら用意できるか、
連絡せよ。裁判になれば、莫大なお金がかかる」と
言った。再度、｢総合消費料金とは何か」と尋ねた
が、弁護士は「裁判を取り下げないと分からない」
と言った。この話は本当なのか。どうすればよいか。

【相談事例２】
　｢総合消費料金未納分訴訟最終通知書」というタ
イトルのハガキが届いた。ハガキには、連絡なき場
合は原告側の主張が全面的に受理され、裁判の処置
として給与の差し押さえをすると記載があった。
　裁判取り下げ期日が迫っていたので電話をしたと
ころ、「心配しなくていい。弁護士会に電話しなさ
い」と言われ、ある電話番号を教えられた。そこに
かけると弁護士を名乗る男性が出て、別の会社の電
話番号を教えられた。
　その会社に電話すると恐ろしく怖い口調で、コン
ビニでプリペイドカードを50万円分買い、電話する
ように指示された。10万円分は買ったが何かおかし
いと思う。どうすればよいか。
（国民生活センターホームページ）

これは詐欺です

消費生活センターにご相談ください
　不審な勧誘をされたり不本意な契約をしてしまってお困りの人、身に覚えのない請求、商品購入や契約
に関するトラブルなどでお困りの人は、消費生活相談員にぜひご相談ください。相談は無料です。

　「民事訴訟管理センター」と名乗る機関からハガキが届いたとして全国の
消費生活センター等に寄せられた相談が急増しています。
　消費者に、過去に利用した事業者への未払いがあると思わせ、それに関し
て「裁判所に訴状が提出された」「給与、不動産、不動産物の差し押さえ」
などと脅して不安にさせたうえで、訴訟の取り下げ等について相談するよう、
誘導しています。
　消費者から「民事訴訟管理センターに連絡をしたところ、弁護士を名乗る
ものを紹介され、最終的にはコンビニでプリペイドカードを購入し、お金を
支払ってしまった」との相談も寄せられています。

民事訴訟管理センターからの
架空請求ハガキは無視してください！

このハガキに要注意！

「民事訴訟管理センター」からの架空請求ハガ
キが届いても、決して相手に連絡せず、支払わ
ずに無視してください。不安を感じたり対処に
困ったりしたときは、すぐに本庄市消費生活セ
ンター（☎ 25－１１７５）にご相談ください。

【本庄市消費生活センター】
日程　毎週月・水・木・金曜日（休日除く）
　午前９時 30分～正午、午後１時～３時 30分
場所　商工観光課内（市役所４階）☎25－１１７５

【上里町消費生活相談窓口】
日程　毎週火・金曜日（休日除く）　
　午前９時 30分～正午、午後１時～３時 30分
場所　産業振興課内（上里町役場２階）☎35－１２３２

★商工観光課☎ 25－１１７５

9 平成30年11月１日号 8



11 平成30年11月１日号 10

　　　　　　　　　　　　武蔵国児玉郡太駄村（現児
　　　　　　　　　　　玉町太駄）の名主茂木太平の
　　　　　　　　　　　三男として生まれ、小学校を
　　　　　　　　　　　卒業後、武蔵国児玉郡渡瀬村
　　　　　　　　　　　(現神川町渡瀬）出身の豪商
　　　　　　　　　　　原善三郎を頼り､16歳で横浜
　　　　　　　　　　　に出ました。原

はら
家に仕え、商

　　　　　　　　　　　法・語学を学ぶ傍ら、海外遊
　　　　　　　　　　　学の志を抱くようになり、明
治18年(1885年）渡米、明治23年(1890年）にミシガン州
立大学を卒業し、法学士の学位を得て帰国します。留
学中の虎次郎の借家には、のちに博物学者となる南

みなかた
方

熊
くまぐす
楠が、一時身を寄せていたこともありました。
　帰国後、和歌山県東牟婁郡高池町（現古座川町高
池）の山林財閥佐藤家の娘と結婚、養子として和歌山
に移り住みます。明治26年(1893年）、外務省の委嘱を

受け、オーストラリアへ移民の実態調査に赴き、これ
を契機にオーストラリア進出を決意、同年、地元和歌
山の青年たちを率いてクイーンズランド州サーズデー
アイランド(木曜島）に移り、同地に佐藤商会を構えて
真珠採取、採貝、造船など多くの事業に進出しました。
なかでも採貝事業では、南紀出身の優秀なダイバーの
働きもあり大きな成功を収め、最盛期には採貝船数
十隻を所有、使用人1,800名を雇い、「木曜島のキン
グ」と呼ばれました。しかし日清戦争後、オーストラ
リア政府の白豪主義政策が強まり、事業継続が困難と
なって、やむなく帰国しています。
　帰国後はジャーナリスト、衆議院議員として活動し、
中国の革命家孫文との交流があったことも知られてい
ます。その後も、朝鮮に渡り塩田や農林事業の経営に
あたるなど、晩年まで国際派の実業家として活躍を続
けましたが、昭和３年(1928年）64歳で亡くなりました。

ポイント引換期間　11月５日㈪～３月22日㈮
賞品交換期限　３月31日㈰

申請窓口　保険課（市役所１階）、市民福祉課（アス
　ピアこだま内）、本庄市保健センター
賞品交換方法
●ダブル賞・シングル賞
①ポイント手帳と保険証を持参し、申請窓口で申請。
②賞品引換券を受け取る。
③賞品引換券を持って、協力店で希望賞品と交換。
※協力店の営業時間や準備の都合がありますので、事前に
協力店へ電話等でご確認ください。

●努力賞・参加賞
①ポイント手帳と保険証を持参し、申請窓口で申請。
②その場で賞品と交換。
※交換申請日時点で参加資格（20歳以上の市内在住者）の

ある人が対象で、賞品交換は１人１年度１回までです。詳
しくは、賞品カタログ又はホームページをご覧ください。

●平成30年分　年末調整説明会
対象 開催日 開催時間 会場

法人・個人の
源泉徴収義務者 11月27日㈫

午前９時30分～正午 本庄市民
文化会館ホール午後１時30分～４時

※上記の会場では、年末調整説明会の前に消費税の軽減税率制度等の説明
会も併せて開催します。ぜひご参加ください。
★本庄税務署☎22－２１１１
（自動音声案内の「２」をお選びください。担当部署におつなぎします）

11月11日㈰～17日㈯は
｢税を考える週間」
テーマ｢くらしを支える税｣

　国税庁のホームページでは、
「国税庁の取り組み」や「税に
関する情報」を紹介しています。
この機会に、税の役割や仕組み
について考えてみませんか。
★本庄税務署総務課☎22－２１１１

はにぽんチャレンジ２０１８
賞品交換が始まります

　
昭
和
58
年
5
月
、
市
内
中
央

３
丁
目
に
あ
る
「
せ
き
ね
菓
子

店
」
の
浄
化
槽
工
事
の
際
に
発

見
さ
れ
た
埴
輪
で
す
。
工
事
の

た
め
深
さ
約
２
ｍ
ま
で
掘
削
し

た
と
こ
ろ
、
人
物
、
円
筒
、
馬

な
ど
を
含
む
多
量
の
埴
輪
片
が

出
土
し
、
接
合
の
結
果
、
ほ
ぼ

完
全
な
女
子
人
物
埴
輪
1
体
が

復
原
さ
れ
ま
し
た
。

　
埴
輪
は
髪
を
分
銅
形
の
髷ま

げ
に

結
い
、
中
央
に
帯
を
通
し
て
束

ね
て
い
る
状
態
を
表
現
し
、
左

右
の
耳
に
は
耳
環
を
下
げ
、
頸

と
手
首
に
は
玉
を
連
ね
た
飾
り

を
巻
い
て
い
ま
す
。全
高
96
㎝
、

腰
部
径
15
㎝
、台
部
径
17
㎝
と
、

女
子
の
人
物
埴
輪
と
し
て
は
大

型
で
、
豊
富
な
装
飾
品
を
身
に

着
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
分

の
高
い
女
性
を
表
現
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
埴
輪
の
出
土
状
態
か
ら
考
え

る
と
、「
せ
き
ね
菓
子
店
」
周

辺
の
地
下
に
は
古
墳
跡
が
あ

り
、
埴
輪
は
古
墳
の
墳
丘
裾
部

か
ら
周
堀
に
か
け
て
の
位
置
に

埋
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
ま
す
。
古
墳
は
埴
輪
が
出
土

し
た
地
点
に
因
み
、「
せ
き
ね

古
墳
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

築
造
時
期
は
、
円
筒
埴
輪
の
型

式
か
ら
６
世
紀
後
半
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

せ
き
ね
古
墳
出
土
女
子
人
物
埴
輪

●平成30年分　青色申告決算説明会
対　象 開催日 開催時間 会　場

営業所得·不動産
所得を有する方 12月４日㈫

午前10時～正午 本庄市民文化会館
第三会議室農業所得を

有する方 午後２時～４時

●平成30年分　白色申告決算説明会
対　象 開催日 開催時間 会　場

営業所得·不動産
所得を有する方 12月５日㈬

午前10時～正午 本庄市民文化会館
第三会議室農業所得を

有する方 午後２時～４時

※駐車場に限りがあるため、なるべく公共交通機関をご利用ください。
★本庄税務署個人課税部門☎ 22－２１１４（直通）

年末調整説明会と
青色（白色）申告
決算説明会を開催
　青色及び白色申告、対象所得により決
算説明会の日程が異なりますのでご注意
ください。

佐藤虎次郎（さとう とらじろう）

Looking for MEIJI

海外実業家

★保険課☎ 25－１１１６

種類 ポイント数 賞品交換
ダブル賞 200 ポイント 賞品２つと引換
シングル賞 100 ポイント 賞品１つと引換
努力賞 50 ～ 98 ポイント 選べるはにぽん

グッズと引換参加賞 20 ～ 48 ポイント

税のお知らせ

文化財トピックス歴
史 本庄市が誇る文化財や文化人を紹介します

伝統に育まれた
　　本庄の歴史

木曜島のキングと呼ばれた男

元治元年（1864 年）～昭和３年（1928 年）

　
本
市
所
蔵
の
「
せ
き
ね
古
墳
出
土
女
子
人
物
埴
輪
」
が
、
江
戸
東

京
博
物
館
で
開
催
中
の
企
画
展
「
玉
―
古
代
を
彩
る
至
宝
―
」（
会

期
は
12
月
９
日
㈰
ま
で
）
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
「
せ
き
ね
古
墳
出
土
女
子
人
物
埴
輪
」
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

★文化財保護課☎25－１１８６

交換賞品名【協力店名】
郷愁の香【あかね】/ ねりきり 12 ヶ月【あさ美製菓舗】
座敷箒

ほうき
 他【小倉製畳店】/ はにぽんのれん【小渕捺染】

温故（匂い袋）【香の根岸】/ 森永絹ごしとうふ 他【小針乳業】
金鑚太鼓【こまつや】/ スイートバラエティ【シェリエ】
もち麦【ＪＡ埼玉ひびきの】/ 銘菓詰め合せ【笹屋製菓舗】
はにぽんわっふる【御菓子司せきね】
ソース＆ケチャップセット【高橋ソース】
おだんご・最中セット 他【秩父家菓子店】
はにぽんチャレンジパック【中沢食品】
塙保己一物語【梅月堂】/ 無添加シロップ【Heartsong】
はにぽんタオル 他【本庄商工会議所】
はにぽんの文具セット【マメヤ文具店】
マロンのラ・セーヌ 他【マロン】
三之助豆腐セット【もぎ豆腐店】/入館１日無料券【湯かっこ】
レザーキーホルダー＆チャーム【ララミーレザー】
酸素ボックス【わせだのもり整骨院】
はにぽんサーモボトル【本庄市役所保険課】

３月28日㈭にお楽しみ
抽選会もあるよ！
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　雨や接近する台風の影響で、日程の変更やプログラムの
短縮などが行われた今年の運動会。日程が順延となり、10
月２日に開催された北泉小学校の運動会では、快晴の空の
下プログラム通りに実施し、徒競走や各学年ごとに行われ
る種目で赤白チームが得点を競い合いました。全学年の児
童が参加した赤白対抗の綱引きでは、児童たちが長い列と
なり、力と力のぶつかり合いが繰り広げられました。

　本庄市は、密教行者・普寛上
しょうにん

人が亡くなった地であ
り、普寛霊場秋季大祭が開催されています。大祭は普寛上
人の遺徳を偲んで、春は４月10日、秋は10月10日に開催さ
れ、「火渡り」・「釜鳴り」神事などの奇祭・荒行が信徒
によって行われます。火渡りでは、火が燃え尽きた道を信
徒が歩いた後、一般参加の来場者もそれに続き、密教世界
の荒行を体験していました。

順延により平日の開催となったが、子どもたちの活躍を
見ようと多くの保護者が訪れた

写真はエコーピアで実施された体創り運動体験コーナー
の様子。なかなか体験できないスポーツも楽しんだ

火が燃え尽きたあと、竹の棒でならして歩きやすくなっ
た道を裸足で歩く来場者たち

見事な舞台を披露した谷桃子バレエ団と、出演した児童
たちに盛大な拍手が贈られた

Hot Space　

見る！する！楽しむ！
スポレクフェスタでスポーツの秋を満喫

普寛霊場秋季大祭
一般参加者も荒行を体験

文化芸術による子どもの育成事業
バレエを通して文化芸術を学ぶ

台風で延期となった小学校運動会
市内各地で熱い戦い

ほっとひと息、ホットな話題　　

　10月８日、市内を４つのエリアに分けてさまざまなス
ポーツやレクリエーションを楽しむ「スポレクフェスタ
２01８」を開催しました。毎年体育の日に、「見る！する！
楽しむ！」をテーマに行われているこのイベント。各会場
には多くの体験コーナーが設けられ、それぞれ会場は大い
に盛り上がりました。今年は市内外から約８,８00人の参加が
あり、参加者はスポーツの秋を満喫していました。

　10月11日、共和小学校を（一財）谷桃子バレエ団が訪問
し、バレエの実演解説と公演を行いました。この事業は優
れた舞台の鑑賞を通して、子どもの育成につなげるもの。
公演では「白鳥の湖」が披露され、迫力ある舞台に自然と
会場から拍手が湧きあがりました。また、事前に演技の練
習をした児童10名が舞台にサプライズ出演すると、児童た
ちから驚きの声が上がりました。

 
10
月
13
日
、
久
々
宇
集
落

北
側
で
開
催
さ
れ
た
コ
ス
モ

ス
祭
り
。
会
場
で
は
農
産
物

や
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
販
売
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
琉
球
太
鼓
や
民

謡
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た

ち
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍

子
を
し
た
り
、
食
事
を
し
た

り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
コ
ス
モ
ス
の
摘
み
取
り
に

参
加
し
て
い
た
親
子
は
「
摘

み
取
り
が
で
き
る
場
所
は
あ

ま
り
な
い
の
で
、
来
ら
れ
て

よ
か
っ
た
。
家
に
飾
っ
て
楽

し
み
た
い
」
と
秋
の
一
日
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
祭
り

コ
ス
モ
ス
畑
に
笑
顔
広
が
る

立
派
に
育
っ
た
コ
ス
モ
ス
の
花
を
楽
し

そ
う
に
摘
み
取
る
子
ど
も
た
ち

　
先
の
戦
争
に
お
い
て
亡
く

な
ら
れ
た
市
内
出
身
１
、

３
７
０
余
柱
の
冥
福
を
祈
る

戦
没
者
追
悼
式
が
、
10
月
1８

日
、
市
民
文
化
会
館
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
追
悼
式
で
は
、
ご
遺
族
を

は
じ
め
関
係
者
に
よ
る
追
悼

の
辞
、
献
花
な
ど
戦
没
者
に

哀
悼
と
敬
意
の
意
を
さ
さ

げ
、
恒
久
平
和
へ
の
祈
念
を

行
い
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式

哀
悼
と
敬
意
の
意
を
さ
さ
げ
る

当
日
は
約
２
０
０
名
が
訪
れ
、
参
加
者

全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た

熊谷友の会 主催
家事家計講習会

日時　11月12日㈪　午前10時～正午
場所　はにぽんプラザ活動室Ｄ
費用　400円（資料代）
定員　40名（先着順）
※託児は要予約（３名まで）。
申込　前日までに電話又はメールで下記へ
申込・問合せ　金井☎080-4617-4062
　  kumagayatomonokai17@gmail.com　

本庄市児玉郡合唱連盟 主催
第36回合唱祭

日時　11月18日㈰
　　　正午～午後４時30分
場所　本庄市民文化会館
費用　無料
申込　当日直接会場へ
問合せ　小浦方☎090-5314-5925

本庄ボッチャの会 主催
ボッチャ体験・交流大会

日時　12月１日㈯　午前10時～午後１時
場所　シルクドームサブアリーナ　　
費用　無料
申込　11月26日㈪までに電話で下記へ
問合せ　原嶌☎22-4809

本庄市グラウンド・ゴルフ協会 主催 
市民グラウンド・ゴルフ交歓大会
日時　12月９日㈰　午前８時～８時
　　　30分受付　午前９時開会
場所　藤田グラウンド・ゴルフ場
対象　市民及び本庄市Ｇ・Ｇ協会会員
内容　16ホール×２
費用　500円（当日集金）
申込　11月25日㈰までに電話で下記へ
申込・問合せ　金井☎090-1455-2586
　又は☎22-5296

 
卯月の会（表千家）

日時　毎週第２・４金曜日
　　　午後６時30分～９時
場所　本庄東公民館
対象　初心者大歓迎　内容　お茶の稽古
費用　月会費　3,000円
問合せ　田村☎77-3111

祝百賀
　市内在住で大正７年生まれ
の草川久江さん、中林嘉定さ
んがめでたく 100 歳を迎えら
れました。大正・昭和・平成
と３つの時代を歩んできたお
二人を吉田市長が訪問し、お
祝いの「寿状」を手渡しました。

草川 久江さん
（若泉）

中林 嘉定さん
（児玉町飯倉）

みなさんの情報交換の場
でんごん広場

　    ＝行事案内　　＝会員募集○行 ○募

○行

○募

○行

○行

○行



くらしの情報 Station

ご参加ください「本庄すまいる日和」
　全国的な有名観光地ではないけれど、本庄市に
はたくさんの魅力的な観光資源があります。この
広報紙が皆さまのお手元に届く頃に開催される本
庄まつり、こだま秋まつりはその代表格で、市民
の誇りです。
　このような本庄市の魅力をもっと内外に広く
知っていただこうと、市では「観光振興計画」を
策定し、今年度にいくつかの事業をスタートさせ
ました。その一つに「体験型観光の推進」があり
ます。
　本庄市は歴史と伝統、農業や食、自然環境など
についてさまざまな現場での「体験」が楽しめる
まちです。そこで市では「本庄すまいる日和」と
銘打って、参加された方々にもっと本庄市の魅力
を知っていただき、みんなが「笑顔」になれるよ
う、市内の農家や商店、個人、団体の皆さまご協
力のもと、24の体験型観光プログラムを用意し、
10月15日から募集を開始しました。

　プログラムの内容は、①伝承文化（高機手
織り、まゆ玉作り体験など)、②農と食（こん
にゃく作り、ポインセチア栽培の見学と寄せ植
えなど）、③歴史・自然を歩く（街道巡り、近
代化遺産探訪など）、④健康づくり（お寺での
ヨガなど）と、盛りだくさんです。
　すでにプログラム自体が、あるいは受付が終
わってしまったものもありますが、定員に達し
ていない限り、これから参加できるものもまだ
まだあります。
　遠くに行くだけでなく、近いけれど今まで知
らなかった世界を体験することも立派な観光で
す。そこで得られた新たな気づきは、自分のま
ちの誇りの再発見ばかりか、日々の生活のうる
おいのヒントになるかも知れません。
　ぜひ「本庄すまいる日和」のプログラムに申
し込んでいただき、私たちの足元の魅力を感じ
てください。
　詳細は、市ホームページの「本庄すまいる
日和」又は商工観光課（市役所４階）☎25―
１１７４へ。
　　　　　　　　　　　　　本庄市長
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国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県

民
税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
、
納
付
額
が
申
告
で
き

ま
す
。
納
付
し
た
方
に
は
、
納

付
額
通
知
書
を
平
成
31
年
１
月

下
旬
に
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
調
整
の
際
に
納
付

額
通
知
書
が
必
要
な
方
に
は
、

各
担
当
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

用
意　
運
転
免
許
証
や
保
険
証

　
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も

　
の
（
窓
口
に
来
た
方
と
納
付

　
さ
れ
た
方
が
同
一
世
帯
で
な

　
い
場
合
は
委
任
状
も
必
要
）

※
年
金
か
ら
差
し
引
き
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
て
い
る
納
付
額
に

つ
い
て
は
市
か
ら
通
知
書
の
郵

送
及
び
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
保
険
者
（
日
本
年
金
機
構

等
）
か
ら
郵
送
さ
れ
る
源
泉
徴

収
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★(

国
保
税
）

　
収
納
課
☎
㉕
１
１
８
１

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
保
険
課
☎
㉕
１
２
４
５

　
（
介
護
保
険
料
）

　
介
護
保
険
課
☎
㉕
１
７
１
９

観
光
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

ー
ト
補
助
金
平
成
30
年
度
補

助
対
象
事
業
を
追
加
募
集

対
象　
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
特
産

　
品
の
開
発
な
ど
の
事
業
で
、

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
事
業

・
観
光
客
を
誘
致
し
、
市
の
魅

　
力
を
高
め
る
事
業

・
新
た
に
実
施
す
る
事
業
又
は
既

　
存
の
事
業
を
発
展
さ
せ
た
事
業

・
政
治
活
動
又
は
宗
教
活
動
で

　
な
い
こ
と
及
び
営
利
を
目
的

　
と
し
な
い
事
業

・
平
成
30
年
度
内
に
完
了
す
る

　
事
業

対
象
団
体　
市
内
を
主
な
活
動

　
拠
点
と
し
て
い
る
法
人
又
は

　
団
体
で
補
助
金
交
付
要
綱
の

　
要
件
を
満
た
す
も
の

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

　
分
の
１
（
上
限
52
万
５
千
円

　
で
予
算
の
範
囲
内
）

審
査　
書
類
審
査
や
ヒ
ア
リ
ン

　
グ
な
ど
に
よ
り
決
定

応
募　
必
要
書
類
を
11
月
30
日

　
㈮
ま
で
に
商
工
観
光
課
（
市

　
役
所
４
階
）
へ
提
出

※
必
要
書
類
・
募
集
要
項
は
商

工
観
光
課
で
配
布
、
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
な
お
、
必
ず
事
前
に
相

談
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
㉕
１
１
７
４

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

公
共
交
通
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　
市
で
は
、
公
共
交
通
網
の
充

実
に
よ
り
誰
も
が
出
歩
き
や
す

い
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
皆
さ
ん
の
公
共
交
通
の

利
用
実
態
や
公
共
交
通
に
対
す

る
考
え
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
を
11
月
に
実
施
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
抽

出
に
よ
り
選
ん
だ
15
歳
以
上
の

市
民
３
千
人
を
対
象
に
行
い
ま

す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
送
付
さ

れ
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
採
用
試
験
を
実
施

募
集
職
種　
事
務
職

採
用
人
数　
１
名

採
用
予
定
日　

　
平
成
31
年
4
月
1
日

受
験
資
格　
満
33
歳
未
満
の
人

　
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
及

　
び
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

　
有
す
る
人
（
採
用
予
定
日
前

　
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を

　
含
む
）

＊
次
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又

　
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

　
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

申
込　
次
の
書
類
を
受
験
者
本

　
人
が
直
接
本
庄
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
（
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

　
内
）
に
持
参

①
受
験
申
込
書

②
自
筆
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

③
資
格
証
明
書

※
郵
送
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
11
月
25
日
㈰　
午

後
１
時
～
５
時
、
11
月
26
日

㈪
～
29
日
㈭　

午
前
９
時

～
午
後
５
時

試
験
日　
12
月
９
日
㈰　

試
験
会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

○
第
１
次
試
験　
教
養
試
験
・

作
文
試
験

○
第
２
次
試
験　
集
団
討
論
・

面
接
試
験

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み

実
施
）

※
詳
細
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
受
験
案
内
は
本
庄
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
、
又

は
市
も
し
く
は
同
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
㉔
２
７
５
５

平
成
31
年
度
本
庄
准
看
護
学

校
入
学
試
験
（
一
次
募
集
）

　
病
院
や
施
設
で
勤
務
し
て
い

な
い
人
も
入
学
で
き
ま
す
。

※
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
制

度
指
定
講
座
に
つ
き
要
件
適
用

の
場
合
、
授
業
料
の
一
定
割
合

を
支
給
し
ま
す
。

試
験
日　
12
月
16
日
㈰

受
験
資
格　
中
学
卒
業
以
上
の

　
人

※
出
願
期
間
等
、
詳
細
に
つ
い

て
は
本
庄
准
看
護
学
校
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
二
次
募
集
の
試
験
を
平
成
31

年
２
月
17
日
㈰
に
実
施
し
ま
す
。

○
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た

就
職
説
明
会

日
時　
11
月
10
日
㈯　
午
後
１

　
時

※
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左

記
へ
。

★
本
庄
准
看
護
学
校

　
　
　
　
　
　
☎
㉓
１
０
４
１

平
成
31
年
度
本
庄
児
玉
看
護

専
門
学
校
入
学
試
験
（
一
次

募
集
）

試
験
日　
12
月
９
日
㈰

試
験
科
目　
現
代
文
・
選
択
科

　

目
（
数
学
Ⅰ
、
生
物
基
礎
、

　
英
語
Ⅰ
か
ら
１
科
目
選
択
）・

　
小
論
文
・
面
接

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
者

　
（
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込

　
の
人
を
含
む
）
又
は
、
こ
れ
と

　
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

　
認
め
ら
れ
た
人

出
願
期
間　
11
月
26
日
㈪
～
30

　
日
㈮
必
着

※
二
次
募
集
の
実
施
は
未
定
で

す
（
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
実

施
し
ま
す
）。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
左
記

へ
。

★
本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
☎
㉟
２
０
７
７

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す

　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売

買
春
、
人
身
取
引
や
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
女
性
の
人
権

を
侵
害
し
、
決
し
て
許
さ
れ
な

い
行
為
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
の
相
談
が
問
題
解
決
へ
の

第
一
歩
で
す
。
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

で
は
最
寄
の
相
談
窓
口
を
案
内

し
て
い
ま
す
。

★
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
☎
０
５
７
０

　
―
０
―
５
５
２
１
０
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全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の

実
施

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼

玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
通
常

の
受
付
時
間
を
延
長
し
、
専
用

電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰　
午

　
前
10
時
～
午
後
５
時	

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、

　
人
権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

電
話
番
号　
☎
０
５
７
０
―
０

　
７
０
―
８
１
０

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

　
擁
護
課
☎
０
４
８
―
８
５
９

　
―
３
５
０
７

平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
の
実
施

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
意
識
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

防
火
標
語
（
平
成
30
年
度
全
国

　
統
一
防
火
標
語
）

　
『
忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に

　
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

実
施
期
間　

　
11
月
９
日
㈮
～
15
日
㈭

平
成
30
年
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
の
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
乾
燥
時
及
び
強
風
時
火
災
発

　
生
防
止
対
策
の
推
進

③
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

④
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

　
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑤
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

　
け
た
取
組
の
推
進

⑥
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

　
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等

　
の
徹
底

★
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

　
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

　
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

　
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

　
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

　
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

　
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

　
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
た
か
？

　
消
防
本
部
管
内
の
設
置
率
は
、

５
年
連
続
し
て
埼
玉
県
下
ワ
ー

ス
ト
１
で
し
た
。

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
が
必
要
な
の
は
寝
室
で
、

寝
室
が
２
階
な
ど
に
あ
る
場
合

は
、
階
段
に
も
取
り
付
け
が
必

要
で
す
。
未
設
置
の
方
は
、
早

急
に
設
置
し
、
既
に
設
置
済
み

の
方
は
定
期
的
な
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、

防
災
設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入

で
き
ま
す
。

※
公
益
社
団
法
人
本
庄
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
取
付

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

　
防
課
☎
㉔
８
３
９
２

県
民
の
日
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー

　
県
民
の
日
の
協
賛
行
事
と
し

て
、
下
水
道
施
設
の
探
検
ツ
ア

ー
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

★
小
山
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
㉑
７
９
９
７

〈
広
告
〉

〈
広
告
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市
民
総
合
大
学
シ
ニ
ア
コ
ー

ス
「
自
治
会
ま
つ
り
」
を
開

催
　
市
民
総
合
大
学
シ
ニ
ア
コ
ー

ス
児
玉
自
治
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
自
治
会
活
動
の
発
表
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場　
セ
ル
デ
ィ

作
品
展
示

日
時　
11
月
９
日
㈮
～
12
日
㈪

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
９
日
㈮
は
正
午
～
午
後
４
時
、

12
日
㈪
は
午
前
９
時
～
午
後
３

時
と
な
り
ま
す
。

活
動
発
表

日
時　
11
月
10
日
㈯　
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー　

「
自
分
に
自
信
が
持
て
る
魅

力
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催

　
内
面
か
ら
自
分
に
自
信
を
持

て
た
り
、
外
見
的
に
は
自
分
に

似
合
う
カ
ラ
ー
を
知
る
こ
と
で
、

新
し
い
雰
囲
気
の
自
分
が
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
の
自
分
以
上
に
笑
顔
が
増

え
、
魅
力
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の

講
座
で
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈯　
午
前
10

　
時
～
11
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
活
動

　
室
Ｅ

講
師　
石
森　
千
加　
氏(

日

　
本
パ
ー
ソ
ナ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

　
ス
協
会
認
定
講
師)

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
女

　
性

定
員　
20
名
（
先
着
順)

費
用　
無
料

※
未
就
学
児
３
人
ま
で
託
児
が

あ
り
ま
す
。
希
望
者
は
11
月
22

日
㈭
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
（
先
着
順
）。

申
込　
11
月
８
日
㈭
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
市
民
活
動
推
進
課

☎
㉕
１
１
１
８

セ
ル
デ
ィ
シ
ア
タ
ー
開
催

　

昨
年
Ｎ
ｏ
．
１
の
大
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
不
朽
の

名
作
を
実
写
化
し
た
映
画
「
美
女

と
野
獣
」（
日
本
語
吹
替
）
を
上

映
し
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
幻
想
的
な
世
界
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈯　

　
１
回
目　
午
前
10
時

　
２
回
目　
午
後
２
時

※
各
回
開
始
30
分
前
か
ら
入
場

で
き
ま
す
。

会
場　
セ
ル
デ
ィ　

定
員　
各
回
６
０
０
名

費
用　
無
料

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

障
が
い
者
作
品
展

　

障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
、

障
害
の
あ
る
方
々
が
制
作
し
た

絵
画
や
陶
芸
品
な
ど
の
展
示
や

物
品
販
売
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

会
場　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

　
ル

○
作
品
展
示

日
時　
12
月
６
日
㈭
～
８
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で
。

○
物
品
販
売

日
時　
12
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
㉔
２
７
５
５

本
庄
総
合
公
園
イ
チ
ョ
ウ
並

木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
昼
と
は
違
う
姿
に
一
変
し
た

黄
金
色
に
輝
く
イ
チ
ョ
ウ
並
木

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
上
旬
～
11
月
下
旬

※
気
候
の
変
化
に
よ
っ
て
は
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
日
没
～
午
後
９
時
頃

場
所　
本
庄
総
合
公
園
プ
ロ
ム

　
ナ
ー
ド（
北
側
駐
車
場
近
く
）

★
清
香
園
・
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ

　
ー
ツ
共
同
体

　
代
表　
㈱
清

　
香
園
☎
㉒
３

　
４
１
４ 催

し

全国 埼玉県 児玉郡市

設置率 ８１．６％ ７６．６％ ６１％

条例適合率 ６６．５％ ６４．０％ ５１％

  給食センター設立50周年　
  学校給食フェア開催

学校給食やセンターでの取り組みについて理
解・関心を深めていただくため、学校給食の
試食・センター見学会を開催します。

日時　12月10日㈪　
　　　午前10時30分～午後１時
会場　本庄上里学校給食センター
定員　30名（先着順）
費用　300円 （当日徴収）
申込　11月19日㈪～26日㈪の平日午前９時～
　　　午後４時に電話で下記へ
※申込は１度に２名まで。
★本庄上里学校給食センター
    ☎24―２６２１

住宅用火災警報器設置率
（平成30年６月１日時点）
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ミ
ニ
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
（
ス
ポ
ー
ツ
＆

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
）

「
相
手
を
動
か
す
営
業
交
渉

力
向
上
研
修
」
を
開
催

日
時　
12
月
５
日
㈬　
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー

講
師　
大
関　
暁
夫　
氏

対
象　
営
業
の
ベ
テ
ラ
ン
担
当

　
者
、
営
業
管
理
者
な
ど

内
容　
利
害
を
調
整
し
、
双
方

　
が
納
得
で
き
る
交
渉
が
で
き

　
る
よ
う
に
交
渉
力
の
向
上
を

　
図
る

定
員　
30
名
（
多
数
の
場
合
抽

　
選
）

費
用　
７
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス

　
ト
代
含
む
。
昼
食
弁
当
付
）

申
込　
11
月
27
日
㈫
ま
で
に
、

　
会
社
名
、
所
属
・
氏
名
・
年

　
齢
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
又

　
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記

　
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

　
は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４

　
５
５
・ 

蕭
㉔
７
４
６
５
（
電

　
話
は
平
日
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
５
時
の
み
連
絡
可
）

「
第
61
回
埼
玉
県
北
美
術
展
」

開
催
・
出
品
募
集

日
時　
12
月
６
日
㈭
～
９
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最

　
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　
深
谷
市
民
体
育
館
（
絵

　

画
）、
深
谷
市
民
文
化
会
館

　
（
書
）、
深
谷
公
民
館
（
彫
刻
・

　
工
芸
・
写
真
） 

対
象　
県
北
各
市
町
村
の
在
住
・

　
在
勤
・
在
学
者
（
高
校
生
以

　
上
）

種
目　
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

　
書
、
写
真

出
品
料　
１
作
品　
３
、
０
０

　
０
円
（
搬
入
時
に
納
入
）

申
込　
12
月
２
日
㈰
午
前
10
時

　
か
ら
午
後
３
時
ま
で
直
接
会

　
場
へ
搬
入

※
開
催
要
項
は
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
４
階
）、
本
庄
公
民
館
、

セ
ル
デ
ィ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
第
61
回
埼
玉
県
北
美
術
展
実

　
行
委
員
会
事
務
局
（
深
谷
市

　
新
戒
㈱
コ
ウ
ノ
内
）
☎
０
４

　
８
―
５
８
７
―
２
０
４
７

２
０
１
８　
本
庄
早
稲
田
の

杜　
大
久
保
山
を
１
０
０
倍

楽
し
む
た
め
の
里
山
自
然
・

文
化
体
験
ゼ
ミ

　
大
久
保
山
を
散
策
し
な
が
ら
、

オ
オ
タ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
豊

か
な
自
然
環
境
や
、
古
墳
な
ど

の
文
化
遺
産
を
専
門
家
が
や
さ

し
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
㈯
・
平
成
31

　
年
１
月
19
日
㈯　
全
２
回　

　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー

講
師　
早
稲
田
大
学
の
自
然
環

　
境
及
び
文
化
遺
産
調
査
の
専

　
門
家
等

対
象　
ど
な
た
で
も　

※
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す

（
小
学
生
以
上
）。

定
員　
40
名(

多
数
の
場
合
抽

　
選
）

費
用　
無
料

用
意　
山
歩
き
を
し
や
す
い
服

　
装
、
靴
（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

　
帽
子
、
手
袋
）

申
込　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
次

　
の
内
容
を
記
載
の
う
え
メ
ー

　
ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募

①
「
２
０
１
８
里
山
体
験
ゼ
ミ

　
参
加
申
込
」
と
明
記

②
名
前
、
住
所
、
年
齢(

学
年)

、

　
連
絡
先
（
電
話
番
号
、
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

　
レ
ス
等
）

※
参
加
受
領
書
を
返
信
し
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w

.
w

aseda.jp/honjopj/

）

★
早
稲
田
大
学
本
庄
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
推
進
室
☎
㉔
６
４
１
５・

　
蕭
㉔
６
５
５
２
・

info-

　

w
hpj@

list.w
aseda.jp

県
立
川
の
博
物
館　
　
　
　

○
か
わ
は
く
秋
ま
つ
り　

　
埼
玉
県
民
の
日
は
、
年
に
一

度
の
無
料
開
放
日
で
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈬　
午
前
10

　
時
～
午
後
４
時

○
特
別
展
「
カ
モ
・
鴨
ー
見
・

知
・
獲
・
食
ー
」

日
時　
11
月
３
日
㈷
～
平
成
31

　
年
１
月
６
日
㈰　
午
前
９
時

　
～
午
後
５
時

※
12
月
24
日
㉁
を
除
く
月
曜
日

と
12
月
25
日
㈫
、
12
月
29
日
㈯

～
１
月
３
日
㈭
は
休
館
で
す
。

※
入
館
料
（
一
般
４
１
０
円
、

学
生
２
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

中
学
生
以
下
無
料
。

★
県
立
川
の
博
物
館
☎
０
４
８

　
―
５
８
１
―
７
３
３
３

埼
玉
県
議
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
募
集

　
平
成
28
年
1
月
１
日
以
降
に

県
内
で
撮
影
さ
れ
た
未
発
表
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募

集
要
項
は
県
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

　
広
報
担
当
☎
０
４
８
―
８
３

　
０
―
６
２
５
７

「
平
成
30
年
度
犯
罪
被
害
者

支
援
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開

催
　
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
犯

罪
被
害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
に

よ
る
被
害
を
受
け
た
方
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
温
か
な
気
持
ち

を
届
け
ら
れ
る
社
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　
12
月
１
日
㈯　
午
後
１

　
時
開
場　
午
後
1
時
30
分
開

　
演　

会
場　
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

　
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

　
３
―
１
―
４
）

内
容　
　

第
１
部　
犯
罪
被
害
者
支
援
に

　
関
す
る
作
文
・
感
想
文
に
対

　
す
る
表
彰

第
２
部　
基
調
講
演

①
「
心
の
支
援
と
生
活
支
援
の

　
必
要
性
～
交
通
犯
罪
被
害
を

　
う
け
て
～
」

講
師　
小
沢　
樹
里　
氏
（
関

　
東
交
通
犯
罪
遺
族
の
会
〈
あ

　
い
の
会
〉
代
表
）　

②
「
喪
失
体
験
後
の
こ
こ
ろ
に

　
寄
り
添
う
～
犯
罪
で
傷
つ
い

　
た
人
を
支
え
る
た
め
に
～
」

講
師　
髙
橋　
聡
美　
氏
（
防

　
衛
医
科
大
学
教
授
）

第
３
部　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
さ
い
た
ま
市
立
宮
原
中
学
校

　
合
唱
部

定
員　
５
０
０
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
又
は
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
電
話

　
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
し

　
左
記
へ
郵
送
。
専
用
フ
ォ
ー

　
ム
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

郵
送
先　
〒
３
３
６
―
０
０
２
７

　
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
１
―

　
10
―
１
ラ
ム
ザ
タ
ワ
ー
３
階

　
（
公
社
）
埼
玉
犯
罪
被
害
者

　
援
助
セ
ン
タ
ー

★
（
公
社
）
埼
玉
犯
罪
被
害
者

　
援
助
セ
ン
タ
ー
☎
・
蕭
０
４

　
８
―
８
６
５
―
７
８
３
１
・

　

svsc11013@
gm

ail.com

　
室
内
で
で
き
る
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
を
始
め
、
各
種
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
で
も
で
き
る
種
目
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
ご
家
族
・
お

友
達
を
誘
っ
て
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
24
日
㈯　
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

※
入
退
場
は
自
由
で
す
。

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
他

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

内
容　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ス
ラ

　
ッ
ク
ラ
イ
ン
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

　
タ
ー
、
パ
レ
ッ
ト
テ
ニ
ス
、

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
、
フ
ラ
イ
ン

　
グ
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ャ
ッ
フ
ル

　
ボ
ー
ド
、
太
極
拳
（
午
前
11

　
時
30
分
か
ら
30
分
程
度
）
、

　
輪
投
げ
な
ど

※
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

用
運
動
靴

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催

第
33
回
会
長
杯
争
奪
市
民
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　
職
場
の
仲
間
や
友
人
と
チ
ー

ム
を
作
っ
て
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

（
赤
い
羽
根
）
に
触
っ
て
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
２
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時

　
試
合
開
始　
午
前
９
時
30
分

会
場　
本
庄
市
民
体
育
館

参
加
資
格　
市
内
在
住・在
勤・

　
在
学
者
及
び
会
員

競
技
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ａ
ル
ー
ル

定
員　
60
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

運
動
靴
、
飲
み
物
、
汗
拭
き

用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
28
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ

★
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
・
新
井

☎
㉑
４
８
８
０

本
庄
市
体
育
協
会
主
催

ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

日
時　
12
月
９
日
㈰　
午
前
９

時
30
分
～

会
場　
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等

　
学
院
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時

　
は
体
育
館
で
実
施
）

講
師　
市
陸
上
競
技
協
会
員

対
象　
小
・
中
学
生 

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
飲
み

物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
雨

天
時
は
室
内
用
運
動
靴

申
込　
11
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★ 

体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

ス
ポ
ー
ツ

★危機管理課☎ 25－１１８４

県議会 HP

専用フォーム

※本庄市は９月末時点、人口１千人あたりの人身事故発生件数は3.56件で県内ワースト３位

夕方４時からライトをつけよう！
●死亡事故は、「午後４時～６時の夕暮れ時」に最も多く発生しています。
　車も自転車も、早めのライト点灯を心がけましょう。
　また、車の場合は、対向車に注意しつつライトを上向きにすることで、歩行者等を早めに発見
　することができます。
●日没後の 30分間は特に、急な明るさの変化に目が慣れず、車の速度も速くなりがちです。意識
　して、車は速度を抑えて運転しましょう。
●夕方・夜間の外出には、明るい服装と反射材を着用しましょう。
●車も自転車も、飲酒運転は絶対ダメです。

〈
広
告
〉5

出 生
死 亡

自然増減

転 入
転 出

社会増減

４１
７８

−３７

４４０
５２９

−８９
その他 　−９

人口増減の内訳

人 口
男
女

世帯数

７８，５５０
３９，２１６
３９，３３４
３３，９０６

（−１３５）
（−３４）

（−１０１）
（＋６４）

（　）内は前月との比較

（2018. ４. １現在）の動き

2018 No.148

産まれてきてくれてありがとう
すくすく元気におおきくなあれ

祝 誕生

記念版広報紙
■対象
出生届・婚姻届を提出した
市内在住者
■申込期限
届けを提出してから１年間

★広報課☎ 25－１１５５

各紙メディアも注目の
世界に一つだけの広報紙を贈呈

広めよう
早めのライトと反射材交通安全ニュース

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　           ★広報課☎ 25 －１１５５
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が

　

  

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

本
庄
公
民
館
☎
24-

７
３
８
３

◆
ワ
ー
ド
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作

ろ
う

　
写
真
や
絵
を
挿
入
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
年
賀
状
や
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

日
時　
11
月
19
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

４
回　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

※
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

方
に
は
お
貸
し
し
ま
す
。

申
込　
11
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
エ
ク
セ
ル
で
す
て
き
な
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
ろ
う

　
写
真
や
絵
を
挿
入
し
、
関
数

を
使
っ
て
万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
り
ま
す
。

日
時　
11
月
19
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全

４
回　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
ー
、
筆
記
用
具

※
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

方
に
は
お
貸
し
し
ま
す
。

申
込　
11
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
冬
休
み
親
子
対
象
講
座

『
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

を
作
ろ
う
！
』

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
な

ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
を
作
り
ま

す
。

日
時　
12
月
25
日
㈫　
午
前
10

時
～
午
後
１
時

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
ジ
オ

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

対
象　
小
中
学
生
の
親
子

定
員　
８
組
（
先
着
順
）

費
用　
１
、５
０
０
円
（
１
組
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
申
込　
11
月
13
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
冬
休
み
親
子
対
象
講
座

『
親
子
で
お
正
月
用
の
生
け
花

を
飾
ろ
う
！
』

　
お
正
月
の
生
け
花
（
松
・
竹
・

千
両
・
葉
牡
丹
等
）
の
生
け
方

を
学
び
ま
す
。

日
時　
12
月
26
日
㈬　
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
大
林　

豊
秀　

先
生
、

鈴
木　
豊
敏　
先
生
（
小
原

流
家
元
教
授
）

対
象　
小
中
学
生
の
親
子

定
員　
15
組
（
先
着
順
）

費
用　
２
、０
０
０
円
（
１
組
）

用
意　
花
ば
さ
み
、
水
盤
、
剣

山
、
筆
記
用
具

申
込　
11
月
14
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
冬
休
み
小
学
生
対
象
講
座

『
指
編
み
で
マ
フ
ラ
ー
を
作
ろ

う
！
』

　
冬
休
み
の
思
い
出
に
指
編
み

で
す
て
き
な
マ
フ
ラ
ー
を
作
り

ま
す
。

※
申
込
の
際
に
マ
フ
ラ
ー
の
色

（
赤
・
青
・
黄
・
白
の
中
か
ら

１
色
）
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
26
日
㈬　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
大
橋　
弘
美　
先
生

対
象　
小
学
生
全
学
年

※
保
護
者
同
伴
可
。　

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
15
日
㈭
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
21-

８
７
８
６

◆
小
学
生
書
き
初
め
教
室

　
書
き
初
め
の
習
字
課
題
を
練

習
し
、
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈯　
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
新
井　
弘
之　
先
生

助
手　
長
濱　
和
子　
先
生

　
　
　
前
川　
容
子　
先
生

対
象　
小
学
３
年
生
以
上

定
員　
30
名
（
先
着
順
）　

費
用　
無
料

用
意　
書
道
用
具
、
書
き
初
め

用
紙
、
新
聞
紙
、
飲
み
物
、

上
履
き

申
込　
11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

公
民
館

本
庄
東
公
民
館
☎
22-

３
４
０
４

◆
本
庄
東
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動

展
示
発
表
会　
　

　
東
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る

会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

（
写
真
、
書
道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
編
み
物
、
フ

ラ
ン
ス
刺
繍
、
バ
テ
ン
レ
ー
ス

他
ク
ラ
ブ
紹
介
）

日
時　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
18

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
も
れ
な
く
当
た
る
景
品
・
お

茶
や
お
菓
子
も
用
意
、
ま
た
18

日
お
昼
に
は
特
別
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
本
庄

東
高
校
・
本
庄
東
小
学
校
・
日

の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
駐
車
で

き
ま
す
。

◆
そ
ば
打
ち
教
室

　
年
越
し
に
備
え
て
、
そ
ば
の

打
ち
方
、
そ
ば
汁
の
作
り
方
と

扱
い
を
学
び
、
試
食
し
持
ち
帰

り
ま
す
（
各
回
３
人
半
前
）。

日
時　
12
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯

全
２
回　
午
前
９
時
～
午
後

０
時
30
分

講
師　
吉
田　
浩　
先
生　

定
員　
８
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、０
０
０
円
（
２
回

分
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

り
容
器

申
込　
11
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ(

木
・

土
・
日
は
連
絡
不
可)

本
庄
南
公
民
館
☎
21-

８
７
８
５

◆
ク
リ
ス
マ
ス
・
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
教
室

　
地
元
の
花
生
産
者
を
講
師
に

迎
え
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
育
て

方
と
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ

を
学
び
ま
す
。

日
時　
12
月
４
日
㈫　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

講
師　
大
谷　

美
紗　

先
生
、

冨
田　
典
子　
先
生
（
本
庄

農
業
女
子
）、
福
島　

恵
美

先
生

定
員　
16
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、５
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

※
開
催
日
ま
で
１
週
間
を
切
っ

て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
費
用

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仁
手
公
民
館
☎
22-

３
５
３
８

◆
正
月
寄
せ
植
え
教
室

　
松
・
竹
・
梅
な
ど
の
入
っ
た

豪
華
な
寄
せ
植
え
盆
栽
を
作
り

ま
す
。

日
時　
12
月
13
日
㈭　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
岩
崎　
栄
司　
先
生

定
員　
12
名 （
先
着
順
）   　

費
用　
２
、８
０
０
円
（
材
料

費
）

用
意  

手
袋
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　
11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
水
・
土
・
日

は
連
絡
不
可
）

旭
公
民
館　
☎
22-

５
９
４
０

◆
旭
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

会日
時　
11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
25

日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

実
演
発
表　
カ
ラ
オ
ケ
、
太
極

拳
、
茶
道
、
ち
び
っ
こ
英
語
、

古
文
書

展
示
発
表　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

水
彩
画
、
書
道
、
布
遊
び
、

ソ
ー
イ
ン
グ
、
華
道
、
骨
盤

体
操
、
ヨ
ガ
な
ど

◆
旭
お
も
し
ろ
演
芸
会

　
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
演
芸
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
12
月
15
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
40
分

出
演　
福
腹
亭
笑
太
、
秋
風
亭

喜
楽
、
旭
亭
辰
之
輔
、
ミ
セ

ス
セ
ン
ダ
ー
、
戸
谷
健
一
、

吉
野
心
恵

内
容　
漫
談
、落
語
、詩
吟
（
少

年
剣
舞
あ
り
）、
チ
ン
ド
ン

演
奏
他
、
腹
話
術

定
員　
70
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
12
月
４
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
水
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
絵
手
紙
年
賀
状
教
室

　
自
分
の
好
き
な
画
材
で
心
の

こ
も
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状

を
作
り
ま
す
。
自
分
の
想
い
を

素
直
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
18
日
㈰
、
12
月
２

日
㈰
、
23
日
㈷　
全
３
回　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
新
井　
如
水　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
円

用
意　
鉛
筆
、
ペ
ン
、
ク
レ
パ

ス
、
カ
ッ
タ
ー
、
絵
の
具
、

墨
、
小
筆

※
持
っ
て
い
な
い
方
に
は
貸
し

出
し
ま
す
。

申
込　
11
月
13
日
㈫
午
後
１
時

30
分
か
ら
電
話
（
１
通
話
１

名
受
付
）で
公
民
館
へ（
水・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　
　

 

☎
72-

４
７
８
９

◆
初
め
て
の
社
交
ダ
ン
ス
教
室

日
時　
11
月
27
日
か
ら
12
月
18

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全

４
回　
午
後
５
時
30
分
～
７

時
講
師　
田
島　
正
美　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
靴

申
込　
11
月
14
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
田
舎
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
教
室

日
時　
12
月
14
日
㈮　
午
前
10

時
～
午
後
1
時

講
師　
食
生
活
改
善
推
進
員
児

玉
支
部

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
27
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎ 22 －３６９６
５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・12月３日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　☎ 22 －８１２６
５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・12月３日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
15日㈭～18日㈰、29日㈭～12月３日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：11月30日㈮〕－
・国民健康保険税  ５期　・下水道負担金  ３期
・介護保険料  ５期    ・後期高齢者医療保険料  ５期

－市税夜間・休日収納窓口のお知らせ－
日時　11月５日㈪・12月５日㈬　午後５時15分～７時
場所　市役所１階収納課☎25－１１２０
　　　アスピアこだま市民福祉課税務係☎72－１３３３
日時　11月25日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階収納課
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北
泉
公
民
館
☎
22-

２
４
８
４

◆
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
教
室

　
キ
ャ
ン
ド
ル
の
安
全
な
楽
し

み
方
を
学
び
、
す
て
き
な
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
り
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
㈬　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
根
岸　
初
枝　
先
生

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
８
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
込　
11
月
７
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ケ
ー
キ
・
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
室

　
ス
ポ
ン
ジ
台
を
す
て
き
な
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
に
仕
上

げ
る
技
を
学
び
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈭　
午
前
９

時
30
分
～
正
午

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生　

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
７
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

　
二
八
そ
ば
の
打
ち
方
、
そ
ば

汁
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
（
試

食
、
そ
ば
の
持
ち
帰
り
あ
り
）。

日
時　
12
月
10
日
㈪　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

講
師　

北
泉
公
民
館
ク
ラ
ブ

「
そ
ば
の
花
」
の
み
な
さ
ん

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料

費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

申
込　
11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

土
・
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル

デ
ィ
）
☎
72-
８
８
５
１

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
（
小
児
、

乳
児
及
び
新
生
児
に
対
す
る
応

急
手
当
）

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
慌
て
ず
子
ど
も
の
命
を
救

う
応
急
手
当
の
方
法
を
学
び
ま

す
。
修
了
後
に
は
、
カ
ー
ド
型

の
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈭　
午
前
10

時
～
午
後
１
時

講
師　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

部
中
央
消
防
署
職
員

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
先
着
５
名
）。

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
筆
記

用
具
、
メ
モ
帳

申
込　
11
月
15
日
㈭
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
用
手
作
り
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
講
座

日
時　
12
月
１
日
㈯

①	

午
後
１
時
～
２
時
30
分

②	

午
後
２
時
45
分
～
４
時
15
分

講
師　
山
梨　
き
く
江　
先
生

定
員　
各
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
３
、０
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
は
さ
み
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
11
月
19
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ス
ス
キ
の
ほ
う
き
作
り
教
室

　
年
末
の
大
掃
除
に
軽
く
て
使

い
や
す
い
ス
ス
キ
の
ほ
う
き
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
17
日
㈪　
午
後
１

時
～
４
時

講
師　
片
桐　
正
富　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
は
さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン

チ
又
は
ペ
ン
チ

申
込　
11
月
26
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

※
１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。

申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

日
時　
12
月
９
日
㈰　
午
後
１

時
～
４
時

費
用　
５
０
０
円
（
茶
・
菓
子

代
）

共
和
公
民
館
☎
72-

０
３
３
７

◆
秋
の
手
づ
く
り
酵
素
教
室

パ
ー
ト
２

　
果
実
を
多
く
使
っ
た
良
質
な

酵
素
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
で

き
あ
が
っ
た
酵
素
の
有
効
な
利

用
方
法
を
実
践
し
、
学
び
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈭　
午
前
９

時
30
分
～
正
午

講
師　
中
山　
要　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、１
０
０
円

用
意　
新
品
漬
け
物
樽
（
20
～

　

30
ℓ
）、
上
白
糖
（
1.1
㎏
）、

　
包
丁
、
厚
い
ま
な
板
、
フ
ェ

　
イ
ス
タ
オ
ル
、
ゆ
ず・林
檎・

　
柿
を
各
２
個
、
人
参
・
カ
ボ

　
チ
ャ
を
適
量　
　

申
込　
11
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

（
１
通
話
１
名
受
付
）
又
は

直
接
公
民
館
へ
（
月
・
木
・

日
は
連
絡
不
可
）

◆
正
月
向
き
縁
起
物
寄
せ
植
え

教
室

　
お
正
月
祝
い
に
ふ
さ
わ
し
い

植
材
に
よ
る
寄
せ
植
え
盆
栽
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

日
時　
12
月
５
日
㈬　
午
後
１

時
30
分
～
３
時　

講
師　
立
花　
勲　
先
生

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、２
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用

タ
オ
ル
、ゴ
ム
手
袋(

軍
手
）

申
込　
11
月
16
日
㈮
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
お
正
月
の
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

を
使
っ
た
壁
飾
り
教
室

　
新
春
を
華
や
か
に
飾
る
毎
年

使
え
る
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

日
時　
12
月
14
日
㈮　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
武
田　
美
奈
子　
先
生

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、０
０
０
円

用
意　
ニ
ッ
パ
ー(

針
金
の
切

れ
る
も
の
）、
木
工
用
ボ
ン

ド
申
込　
11
月
23
日
㈷
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

木
・
日
は
連
絡
不
可
）

★今月の児童図書
名字ずかん	 森岡	浩	監修
カッターであそぼう！	 五味	太郎	著
みんなちがって、それでいい
		 宮崎	恵理	著
龍にたずねよ	 みなと	薫	著
あかりの花	 赤羽	末吉	画

★今月の児童図書
ふようどのふよこちゃん	 飯野	和好	作
かしこいのはだあれ？
	 	バーサンスレン・ボロルマー	絵
まゆとかっぱ	
		 降矢	なな	絵　富安	陽子	文
１０７小節目から	 大島	恵真	著

新 着 図 書 案 内

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）
休 館 日／５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、30日㈮（館内整理日）、
　　　　　12月３日㈪
ホームページアドレス　https://www.lib.honjo.saitama.jp/

妻が願った最期の「七日間」

特捜投資家

じめんのしたにはなにがある

めんたべよう！

宮本 英司 著　サンマーク出版

永瀬 隼介 著　ダイヤモンド社

中川 ひろたか 文　アリス館

小西 英子 さく　福音館書店

最期が素敵な人生なら
幸せなんだ！家族・日
常の日々を大切にし
よう！と改めて教え
てくれる素敵なご夫
婦の絆物語です。こ
の想いが大切な人た
ちに届きますように。

忖度と追従の国で甘い汁
を吸う、フェイクなヤツ
らを撃て！地獄から這い
上がった孤高の投資家、
元社会部記者…。不正企
業を叩き潰す、“特捜投
資家”の活躍を描く。

うどん屋さん、スパゲッ
ティ屋さん、おそば屋さ
んで何食べる？きつねう
どん、ナポリタン、ざる
そば…。あたたかな湯気
やだしの香りが漂ってき
そうな、おいしい「めん
料理」がいっぱいの絵本。

宝物の箱を埋めるため
に穴を掘ると木の根や
アリの巣がたくさんあ
る。もっと下には、地
下鉄や､ デパートの
地下もある。地面の下
は、いったいどうなっ
ているのだろう？

★今月の一般図書
地図で楽しむ日本の鉄道	 今尾	恵介	著
変わったタイプ	 トム・ハンクス	著
たべもの語源辞典	新訂版
	 清水	桂一	編
評伝	菅野須賀子	 堀	和恵	著
キリンの一撃	 レオ・グラッセ	著
　　　　　

★今月の一般図書
神々が宿る絶景１００
	 三浦	佑之	監修
JR高崎線・宇都宮線沿線の不思議と謎	
	 松本	典久	監修
天皇はなぜ紙幣に描かれないのか
	 三上	喜孝	著
ニホンオオカミの最後	 遠藤	公男	著

図 書 館 だ よ り

◇本　　館　11月１日㈭
◇児玉分館　11月14日㈬
時間　午前11時～11時30分
対象　保育園・幼稚園入園前の
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

たのしいおはなし会

絵本とわらべうたのおはなし会

◇本　館
日時　11月10日㈯
　　　午前11時～11時30分
　　　11月24日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容　「世界」をテーマとした
　　　絵本や紙芝居など
協力　よみきかせサークル「本			
　　　庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　11月10日㈯　
						　午前11時～11時30分
内容　「動物」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語りの
　　　会「ことより」のみなさん

本館☎ 24 －３７４６／児玉分館☎ 73 －１７８３

本庄高校図書館地域開放日
（土曜日）

◎午前８時45分～午後４時30分
　11月17日
◎午後０時45分～４時30分
　11月10日、24日、12月１日
★本庄高校図書館☎21－１１９５

文芸講演会
『宮沢賢治を読みなおす―「雨
ニモマケズ」の読解―（「デク
ノボーになりたい」は誤読）』
日時　11月17日㈯　午後２時～
　３時30分　午後１時30分開場
会場　図書館本館２階会議室　
定員　60名（当日先着順）
講師　須藤　与志　氏
　1940年生まれ。市内在住、本庄
高校卒業、埼玉大学卒業。1962～
2000年教職（1962～1968年：県立
本庄高校在職）。著書に「泥塑
賢治（宮沢賢治の原像）」。
　講演では「雨ニモマケズ」に
ついての画期的な鋭い読解によ
るお話しをしていただきます。
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●つどいの広場（乳幼児の親子の交流の場）
　０歳〜就学前の子と保護者のみなさんが自由に交流できる広場です（事前申込不要）。
　子育てに関する相談も受けていますので、お気軽にご参加ください。
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　午前９時〜午後２時

親子でふれあうあそびの講座（午前10時〜11時）
　つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由（内容により制限あり）の講座
を開催しています。下記以外にもたくさんの講座があります。詳しくは各児童センター
等で配布するおたより又は市ホームページをご覧ください。

ホームページで
詳しくチェック！！

児童センター 前原児童センター☎ 21 －９８２０、日の出児童センター☎ 21 －０４２０、
児玉児童センター☎ 71 －６８０５

　児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる場所です。また、
小さいお子さんを連れたお母さんたちの交流の場としてもご利用ください。

利用時間　月〜土曜日 ( 休日・年末年始除く )
　　　　　午前９時〜午後５時 

第 11回
子育てフェスティバル

★ＮＰＯ法人本庄子育てネット・田邊
　☎０８０－５４６６－５７３５

　０歳の赤ちゃんから小学生までのお子さんと保護者で、
思いっきり遊びましょう。
　当日は、中学生・高校生・大学生や地域のみなさんのボ
ランティアスタッフがお待ちしています。

日時　11月11日㈰　午後１時〜４時
会場　はにぽんプラザ
内容　手作りおもちゃワークショップ、サイエンスラボ、　　　
　　　プレイコーナー、誰でも足が速くなる走り方講座、
　　　英語で遊ぼう、昔遊びコーナー　他
費用　無料

※駐車場は、地図の駐車場又ははにぽんプラザを
ご利用ください。

はにぽん
プラザ 駐車場★

◆３Ｂ体操　　講師：蔵本祐子先生
開催日　前　原：11月26日㈪　　日の出：11月12日㈪
　　　　児　玉：11月７日㈬
　誰でも無理なく楽しむことができる体操です。音楽に合わ
せてボールなどの用具を使いながらのびのびと身体を動かし
ましょう。動きやすい服装でお越しください。

◆子育てサロンゆうゆう
開催日　前　原：11月２日㈮　　日の出：11月21日㈬
　　　　児　玉：11月28日㈬　
　“話して広げようママ友の輪”では、子ども達がおもちゃ等
で遊んでいる間にママ同士でお話しをしていただきます。
※子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」の
ご協力をいただき開催しています。

★「赤ちゃん塾」に参加しませんか
　ママサロンでは、赤ちゃんの健やかな体の発達を促すは
たらきかけを学ぶ、赤ちゃんへの接し方講座を開催します。
日時　12月７日㈮・14日㈮・21日㈮　全３回
　　午前10時〜正午
会場　いずみ保育所　子育て支援センター
講師　長谷川  佳代子 氏（整体師）

対象　０〜１歳半位までの乳幼児と保護者
定員　12名（先着順）　費用　無料
申込　11月12日㈪から電話で田邊へ
★NPO法人本庄子育てネット・田邊
　☎０８０－５４６６－５７３５
　いずみ保育所☎22－４８９１

◆リトミック　　講師：小川豊子先生
開催日　前　原：11月７日㈬　　日の出：12月10日㈪
　　　　児　玉：12月21日㈮
　音楽を使って楽しく子どもの発達を促します。お話やお絵
かきをしたり、楽器を持ったり、リズム遊びなど楽しい時間
が過ごせます。

◆栄養士さんの話　　講師：本庄市保健センター栄養士
開催日　前　原：11月12日㈪　　日の出：11月19日㈪
　　　　児　玉：12月３日㈪　
　離乳食のすすめ方や具合が悪い時の食事の与え方等につい
て、栄養士さんにやさしく教えてもらいましょう。日頃から
聞きたいことがあれば事前に質問も受け付けますので、気軽
にご参加ください。

HAPPY BIRTHDAY　　11月生まれのみんな

子育て支援のお知らせ

新
あ ら い

井 珠
じ ゅ な

菜ちゃん
１歳　上仁手

大
おおさわ

澤  花
はな

ちゃん
１歳　寿

原
はら

  圭
け い た

汰ちゃん
２歳　北堀

西
にし

田
だ

 彩
あ か り

莉ちゃん
６歳　児玉町蛭川

細
ほ そ え

江 花
はな

ちゃん
５歳　南

竹
たけざわ

澤 優
ゆ う き

稀ちゃん
３歳　児玉町小平

菊
き く ち

地 恒
こ う き

希ちゃん
３歳　小島南

12 月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募
集中です。顔のはっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふり
がな、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先を記入のうえ、
下記のあて先へ郵送、メール又は直接持参してください。
※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写
真は返却できません。

あて先　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所広報課広報係☎25－１１５５
　　　　  omedetou@city.honjo.lg.jp　※締切は11月12日㈪（必着）

広報１月号に掲載する“笑顔の写真”を募集しています。詳しくは５ページをご覧ください。

金
か な い

井 大
や ま と

和ちゃん
２歳　宮戸

山
やまなか

中 絢
あ や と

翔ちゃん
２歳　西富田

松
まつざわ

澤 磨
ま ひ ろ

拓ちゃん
２歳　若泉

佐
さ と う

藤 賢
け ん た

汰ちゃん
１歳　栄

中
な か お

尾 日
ひ な の

和乃ちゃん
１歳　栄

榊
さかきだ

田 陽
は る と

斗ちゃん
１歳　前原

川
か わ い

合  開
かい

ちゃん
１歳　児玉町児玉

小
お が わ

川 詩
う た

太ちゃん
１歳　児玉町入浅見

●ママサロン（協力：本庄子育てネット）　会場：子育て支援センター（いずみ保育所内）☎ 22 －４８９１
イベント 内容 日時 対象 申込

ママサロン
親子で楽しめる歌や
手遊び、読み聞かせ、
育児相談

11月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
午前10時30分〜11時30分

お子さんと保護者
（初めての参加者
も大歓迎）

不要です。直接子育て支援
センターへ

●育児相談・学級　会場：本庄市保健センター☎ 24 －２００３　                    はにぽんチャレンジ対象事業
イベント 内容 日時 対象 申込

すくすく相談 身長・体重の計測
育児・栄養相談 11月21日㈬・12月21日㈮

午前９時30分〜11時(15分ごとに実施)　
※11月21日はアスピアこだまで実施。

未就学のお子さん
と保護者

定員あり。各実施月の１日
から本庄市保健センターへ
※母乳相談は初回相談者優先。
※育児電話相談は随時受付中。母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活・栄養・
赤ちゃんのお風呂の入
れ方・妊婦体験など

11月17日㈯・12月15日㈯
午前９時30分〜正午

これからママ・
パパになる人

随時受付。
※終了時刻は前後する場合が
あります。

ラッコクラス 赤ちゃんのこころ 12月６日㈭
午前10時〜11時30分

生後２〜４か月の
お子さん保護者

３日前までに本庄市保健セ
ンターへ

コアラクラス

ママといっしょに！
親子ふれあい体操

12月７日㈮
午前10時〜11時30分 平成30年５月〜６

月生まれのお子さ
んと保護者

11月16日㈮から本庄市保健
センターへ

すくすく成長！
赤ちゃんの発達

12月12日㈬
午前10時〜11時30分

楽しくおいしく
うきうき離乳食

12月14日㈮
午前９時30分〜正午
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地域 種類 保育施設名 定員 受入月齢 所在地 電話番号

本
庄
地
域

保
育
所
（
園
）

市立いずみ保育所 90 ２か月 小島5-5-45 ☎22－４８９１
旭保育園 106 ２か月 駅南1-5-20 ☎22－３３９８
本庄保育園 120 ５か月 小島1-5-18 ☎22－３９１３
こざくら保育園 200 ３か月 栄3-6-34 ☎22－５８１２
若草保育園 90 ２か月 仁手669-4 ☎21－５００１
日の出保育園 100 ２か月 沼和田1020 ☎21－５２６３
みどり保育園 90 ６か月 寿3-10-30 ☎21－５９５７
聖徳本庄保育園 60 ２か月 栄2-10-14 ☎21－４３６５
小島南保育園 70 ２か月 小島南3-1-5 ☎21－５５４３
北泉保育園 120 ２か月 西五十子620-1 ☎24－２５７２
たんぽぽ保育園 75 ２か月 今井1328 ☎21－９８９０
ほほえみ子どもの国保育園 45 ２か月 緑2-15-5 ☎23－１０１８
藤田保育園 60 ２か月 牧西30 ☎24－２８８６

認
定
こ

ど
も
園

コウガの森・梅花（予定） 100 ２か月 見福1-2-7 ☎22－４４７４
本庄幼稚園（予定） 150 ６か月 小島6-5-3 ☎24－０１８９

地
域
型

加川ベビールーム 3 ６か月 日の出4-3-4 ☎24－０５８６
はにぽん保育園 12 ８か月 小島6-9-15 ☎21－０１１１
ふくしまキッズ保育園 20 ６か月 千代田1-2-20 ☎27－２０１０

児
玉
地
域

保
育
所
（
園
）

市立久美塚保育所 90 ２か月 児玉町児玉2351-1 ☎72－４３８６
児玉保育園 170 ９週 児玉町児玉2448-1 ☎72－０１８６
西光保育園 70 ２か月 児玉町塩谷85-1 ☎72－５１４７
西光第二保育園 70 ２か月 児玉町吉田林447-6 ☎72－５４７３
秋平さくら保育園 50 ６か月 児玉町秋山2527-1 ☎72－１１６７

認
定
こ

ど
も
園

コウガの森・共和 70 ２か月 児玉町蛭川885 ☎72－０１０４
児玉櫻井幼稚園　　　　　　　 120 ８か月 児玉町八幡山594-2 ☎72－０４４３

　入所申し込みの際は、必ず希望する保育施設を見学
したうえでお申し込みください。
●受付期間　
　11月15日㈭～12月14日㈮（土・日・祝日を除く）
●受付窓口　
　子育て支援課（市役所２階）☎25－１１２８
　市民福祉課（アスピアこだま内）☎72－１３３３
※申し込み用紙は受付窓口に用意してあります。ま
た、市ホームページからもダウンロードできます。
●入所基準
　児童の保護者のいずれもが、次のいずれかの保育を

必要とする事由に該当する場合
　１．就労　２．妊娠・出産
　３．保護者の疾病・障害　４．病人の看護

　５．災害復旧　６．求職活動　７．就学
　８．虐待やＤＶのおそれがあること
　９．市長が認める１～８に類する状態であること
●入所・保育料の決定
　入所・保育料の決定は、２月中旬に通知する予定です。
※入所の判定は、先着順ではありません。
※市外の保育施設入所を希望する方は、お早めにご相
談ください。また、保育施設のある市区町村に、受付
期間や受付基準等をご確認ください。

◎今年度から、マイナンバーカードを利用して市ホー
ムページで電子申請ができるようになりました。利用
にはマイナンバーカード対応のＩＣカードリーダライ
タが必要です。

※コウガの森・梅花（現：梅花保育園）、本庄幼稚園は平成31年４月に認定こども園へ移行予定の施設です。
※加川ベビールームは現在休止中ですが、平成31年４月から事業再開予定の施設です。

本庄市育英資金貸付制度のご案内

　市では、修学意欲と能力がありながら、経済的
な理由により高校、大学などでの修学が困難な生
徒、学生に対して、修学に必要な費用の貸付を
行っています。
　申請書類は、学校教育課（市役所４階）で配布
又は市ホームページからダウンロードできます。
●受付期間　随時
※平成31年４月からの貸付を希望する方は１月31
日㈭までに申請してください。
●貸付用件　次の要件をすべて満たす方
①市内に１年以上居住している世帯の子であること
②学力評価が基準以上であること
③修学意欲が旺盛で学校長の推薦を受けられること
④所得が基準以内であること
⑤２名以上の連帯保証人がいること
●貸付額（月額）　高校等　15,000円以内
　　　　　　　　　大学等　30,000円以内
●貸付利子　無利子
●返済方法　
　貸付終了後６か月を経過した月から割賦返済
★学校教育課☎25－１１４９

一人で悩まず相談してください
11月は「いじめ撲滅強調月間」です

　いじめにあったり、気がついたりしたら、一人
で悩まずご相談ください。
●電話相談窓口
よい子の電話教育相談（24時間365日対応）
・18歳以下の子ども専用（無料）
　＃７３００　又は　☎0120－86－3192
・保護者専用　☎048－556－0874
・メール相談　 soudan@spec.ed.jp
・いじめメール相談フォーム
　（右記のコードから）
埼玉いのちの電話（24時間365日対応）
　☎048－645－4343
★埼玉県県民生活部青少年課
　☎048－830－2914

本庄市入学準備金貸付制度のご案内

　市では、経済的な理由により高校、大学などへ
の進学が困難な子どもを持つ保護者に対して、入
学に必要な費用の貸付を行っています。
　申請書類は学校教育課（市役所４階）で配布又
は市ホームページからダウンロードできます。
●受付期間　１月11日㈮まで
※事情により期間内に申請できない場合はご相談
ください。
●貸付要件　次の要件をすべて満たす保護者
①市内に１年以上居住していること
②高校・大学等への入学が確実であること
③市税を完納していること
④所得が基準以内であること
⑤１名以上の連帯保証人がいること
●貸付額　高校等　250,000円以内
　　　　　大学等　500,000円以内
●貸付利子　無利子
●返済方法　
　貸付終了後６か月を経過した月から割賦返済
★学校教育課☎25－１１４９

ファミリー・サポート・センター事業
親子のためのオペレッタリサイタル

　東京成徳大学深谷高等学校進学コース保育系の
みなさんが演劇や歌で会場を盛り上げます。
●日時　12月15日㈯　
　　　開場 午後１時　開演 午後１時30分
●会場　本庄市役所６階　大会議室
●対象　市内在住の原則生後６か月から小学校６
　　　年生の子どもとその保護者（市内在勤又は
　　　在園児含む）
●定員　150名（応募多数の場合は抽選）
※当選結果は後日通知します。
●費用　無料
●申込　11月12日㈪～21日㈬に
　　　電話又は右記のコードから
★本庄市ファミリー・サポート・センター
　（本庄市社協内）☎24－２７５５

講座
お知らせ

お知らせ お知らせお知らせ

平成31年度４月の保育施設入所の受付を始めます

子育て支援のお知らせ

★子育て支援課☎ 25 －１１２８
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●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎23－３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽
く、入院の必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日　　 日曜日・休日・年末年始（12/30～１/３)・
　　　　　 　平日木曜日夜間

▼診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時
　　　　　　～10時（平日木曜日夜間は午後８時～10時）

●在宅当番医療機関　▶診療時間  午前９時～正午
11月３日㈷ 服部クリニック 東台４丁目 ☎24－４６７１
11月４日㈰ 春山眼科医院 けや木１丁目 ☎21－２１６０
11月11日㈰ ヒグチクリニック 栗崎 ☎25－５３００
11月18日㈰ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎24－３３７７
11月23日㈷ 堀川病院 本庄１丁目 ☎22－２１６３
11月25日㈰ 森田整形外科クリニック 小島 ☎23－１６１０
12月２日㈰ 上武病院 小島５丁目 ☎21－０１１１

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル24（相談料・通話料無料）
☎0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関
情報の提供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24時間・年中無休

埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児
相談には対応しません。（大人・小児共通）
※IP電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎048-824-4199

▼受付時間　24時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○大人の救急電話相談　＃7000
○小児救急電話相談　＃8000又は☎048-833-7911

休日・夜間の急病のときは…

医療メモ 歯ぎしりについて　　本庄市児玉郡歯科医師会　　

★ 119 番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。医療機関情報については、児玉郡市広域消防本部
指令課☎ 24 －１１１９でご案内しています。診療科目によっては県外や児玉郡市以外の病院をご案内する場合もあり
ます。

みんなの健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

　歯ぎしりは、眠っている間に無意識に行っていることなので、
自覚していない人が多いようです。不快な音だけではなく、歯
に深刻なダメージを与えることもあるので注意が必要です。
　睡眠中の歯ぎしりは無意識に起こるので、家族や友人に指摘
されて初めて気付いたという人も多いでしょう。睡眠中の歯ぎ
しりは、専門的には「睡眠時ブラキシズム」と呼ばれていて
「グラインディング」と「クレンチング」の２つのタイプに分
けられています。「グラインディング」は、歯をこすり合わせ
ることで「ギリギリ」「ゴリゴリ」といった音が出るものです。
「クレンチング」は、食いしばりのことをいいます。こちらは
あまり音が出ないため、自分も他の人も気付かぬまま歯ぎしり
を繰り返してしまうケースもあります。
歯ぎしりの原因と対策
　原因は、完全には解明されていませんが、考えられる要因と
して、ストレスや病気、服薬、喫煙、飲酒、カフェインの摂取
などが考えられています。歯ぎしりは眠りが浅い時に起こりや
すいです。このため、生活習慣を見直したり、睡眠の質を上げ
ることが対策となります。睡眠の質を上げるためには就寝前に
リラックスすることが大切です。布団に入る１時間前からテレ
ビやスマートフォンの利用を控えた方が良いでしょう。また、

部屋のあかりを暖色系の照明に切り替えるなどして、強い光を
避ける空間作りを心がけると良いでしょう。寝酒やカフェイン
の摂取、喫煙も避けた方が良いです。起きたらすぐ朝日を浴び
たり、午後３時以降は昼寝をしないなど、昼と夜のメリハリを
つけるのも有効です。「起床時に寝た気がしない」「朝、食欲
がない」という人は、睡眠の質が低下している可能性がありま
す。生活習慣の見直しをしてみてはいかがでしょうか。それで
も歯ぎしりが、治まらないこともあります。親も自分も歯ぎし
りがひどいという場合は、遺伝的な要因も考えられます。
歯ぎしりによるダメージについて
　歯ぎしりをする時、上下の歯にかかる力は、通常の食事の際
の力に比べて非常に強いです。歯の咬

か
み合う面がすり減ってし

まったり歯が割れてしまう、歯肉に負担をかけてしまったり、
知覚過敏を進行させたり、顎関節症のリスクを高めてしまう事
もあります。また、頭痛や肩こりなどの原因になることもあり
ます。
歯ぎしりに気がついたら
　歯ぎしりが気になる人は、就寝時に樹脂製の「マウスピー
ス」を装着してダメージを軽減する方法などがあります。心配
な方は、かかりつけの歯科医に相談してみてください。

※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時45分までに受付をしてください。

特定健診・後期高齢者健診の
個別健診が始まります

★本庄市保健センター☎ 24 －２００３

はにぽんチャレンジ対象事業

健診を利用して、ご自身の健康状態を定期的に確認し、生活
習慣病の早期発見や、生活習慣の改善に役立てましょう。

【個別健診】

　今年度特定健康診査・後期高齢者健康診査の未受診
の方へ、医療機関で受けられる個別健診受診券を発送
します。
●対象　
　平成30年度に予防検診（人間ドック）や特定健康診
査・後期高齢者健康診査の集団健診を受診又は予約を
していない方で、次の①②の該当者
①本庄市国民健康保険(本庄市国保)の加入者で、平成

31年３月31日までに満40歳以上となる方
②後期高齢者医療制度の加入者
●健診の受け方
　受診券に記載されている指定医療機関へ予約をして
ください。
●期間　11月12日㈪～平成31年２月28日㈭

【集団健診】

　特定健康診査・後期高齢者健康診査の集団健診も引
き続き予約を受け付けています。健診センターでの受
診希望者は、下記の電話番号で予約をしてください。
●日程　１月９日㈬・10日㈭・16日㈬・17日㈭・22日

㈫・28日㈪・30日㈬、２月６日㈬・14日㈭・21
日㈭・26日㈫、３月５日㈫・８日㈮　

●専用電話番号（12月28日㈮まで）
　☎０１２０―３３２―６６５
　受付時間　平日午前９時～午後５時15分
●本庄市保健センター（平成31年１月４日㈮から）
　☎24－２００３
　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分
※集団健診を受診する方は、医療機関で特定健診・後
期高齢者健診の個別健診の受診はできません。重複受
診した場合、受診費用をお支払いただきます。

ちょこっと生活改善してみませんか？

生活・仕事ながら運動

　運動習慣をなかなか変えられない方、運動が苦手な
方におすすめです。
　日常生活の中に誰でも簡単に取り入れることができ
る運動を紹介します。ぜひご参加ください。

日時　12月10日㈪　午前10時～11時30分
　　（受付開始　午前９時30分～）
会場　本庄市保健センター
講師　県民健康福祉村健康運動指導士
対象　40歳以上の市内在住者

内容　普段の生活の合間に行いやすい運動のほか、ス
トレッチ、筋トレなどを紹介

定員　30名（先着順）
費用　無料
用意　運動する服装、室内用運動靴、汗拭き用タオ

ル、飲み物
申込　11月19日㈪から電話又は直接下記へ
★本庄市保健センター☎24－２００３

講座

はにぽんチャレンジ対象事業
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★環境推進課☎ 25 －１１７２、　環境産業課☎ 72 －１３３４
ECガイド

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま 11月４日㈰
12月２日㈰ 午前９時〜11時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎22－９３００ 市役所 11月18日㈰ 午前９時〜11時

午後１時〜３時

本庄南公民館
※布類回収も実施 11月10日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち

☎22－９３００

就労継続支援
Ｂ型事業所

「佐久間さんち｣
(本庄高校北側）

11月16日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎23－２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

ひと工夫で、食品ロス削減！　
　秋は稲穂が実り、多くの野菜や果実も旬
を迎える時期です。美味しい野菜や果実を
余すことなく、食べることは食品ロス削減
の一つの方法です。大根であれば葉はおひ
たしに、皮はきんぴらや漬物に調理できま
す。その他、消費者庁が料理レシピサイト「ク
ックパッド」内に開設している『消費者庁
のキッチン』ではさまざまなエコレシピを
掲載しています。インターネットで検索し、
地球にやさしくて美味しい料理を作ってみ
ませんか？

市 民 相 談 （11月〜12月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 11月15日㈭・12月20日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 
   　　 

法 律

11月７日㈬・14日㈬・28日㈬　午後１時〜４時
◎12月の相談日

弁護士に
よる相談

12月５日㈬・12日㈬　午後１時〜４時　
定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

12月19日㈬・26日㈬　午後１時〜４時
定員＝各６人（先着順)

労 働 法 律 11月21日㈬　午後１時〜４時　定員＝６人
相談員＝弁護士

不 動 産 11月９日㈮・12月14日㈮　午後１時〜４時
相談員＝宅地建物取引士

年金・労働 12月13日㈭　午後１時〜４時　
相談員＝社会保険労務士

税 務 11月13日㈫・12月11日㈫　午後１時〜４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）午前９時30分
〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）午前９時30分〜正午、
午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
11月13日㈫・12月11日㈫　午後１時〜４時 アスピアこだま１階 

相談室１ 市民活動推進課
　　　　　☎�１１１８11月27日㈫・12月25日㈫　午後１時〜４時 市役所１階　市民相談室

女 性 相 談
（DV 相 談 含 む ）

毎週月〜金曜日（休日を除く）
午前８時30分〜午後５時15分　

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
☎�１１４４  ☎�１１１８

家 庭 児 童 毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日（休日を除く)　午前９時30分〜午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

第１・第３月曜日（休日を除く） 
午後１時〜４時（受付は３時30分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 11月７日㈬・21日㈬・12月５日㈬
午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

※相談時間中
のご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み 11月９日㈮・12月14日㈮

午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

成 年 後 見 11月13日㈫・27日㈫・12月11日㈫
午後１時〜４時（受付は３時30分まで)

成 年 後 見
（電話相談） 休日を除く毎日　午前９時〜午後５時 本庄市後見ほっとライン

☎0120-235-833 地域福祉課☎�１１４２

※各種相談は予約制
※12月の相談予約は、11月20日㈫から受付開始       
　(先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同月に同じ相談を複数申し込みすることはできません。

　各種相談日
●法律相談 ●行政相談 毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日 ●不動産相談 毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日 ●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談 毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日　
※祝休日のときは変更となります。

　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

県 民 相 談
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
法 律 相 談 毎月第１・第３・第４水曜日　午後１時〜４時

相談員＝弁護士　※予約制。30分以内。 熊谷地方庁舎１階
県民相談総合センター
☎048-830-7830

電 話
県 民 相 談

月〜金曜日（休日を除く）午前９時〜午後５時
(受付は午後４時30分まで）相談員＝県職員
※相談内容に応じて専門の相談機関を紹介します。

県民相談総合センター　☎048-830-7830

交 通 事 故
相 談

月〜金曜日（休日を除く)　午前９時〜正午・午後１時〜５時
(受付は午後４時30分まで）相談員＝交通事故相談員
※電話相談又は面談で行います。面談は予約制。

交通事故相談所
（県庁第２庁舎１階）

埼玉県交通事故相談所
☎048-830-2963

イ ン タ ー
ネ ッ ト　
県 民 相 談

随時受付　
※相談内容に応じて専門の相談機関を紹介します。

埼玉県ホームページ→各種相談窓口→行政・法律な
どの相談は→インターネットから利用　

相談は無料です。

■平成30年８月分のごみの量（ｔ）
可燃ごみ2,620.66　不燃ごみ110.35　有害ごみ0.17　資源ごみ31.88　合計2,763.06　
前年同月の全体量より4.69％減少しました。引き続き、ごみの減量化・資源化に更なる
ご協力をお願いします。

エコタウンに向けた補助金
　地球温暖化防止対策の一環として、以下の設備や工事に対して補助金の申請を常時受け付けています。詳
細はお問い合わせください。申請枠が終了次第受け付けを終了します。

★環境推進課☎ 25 －１２４９

　浄化槽設置補助金について市では、単独処理浄化槽又は汲取り便槽を合併処理浄化槽に入れ替える場合、
一定の条件を満たすものに予算の範囲内で補助金を交付しています。補助金の詳しい内容については、お問
い合わせください。

★環境推進課☎ 25 －１１７３

■住宅用太陽光発電システム設置補助金
　一戸建て住宅に太陽光発電システムを設置した人を対象に、費用の一部を補助します。
　対象　電力の購入開始年月日が平成30年４月１日以降であり且つ余剰買取契約の設備であること

■住宅省エネ改修補助金
　住宅の省エネ改修費用の一部を補助します。
　対象　屋根の高遮熱塗装工事・断熱材設置工事・断熱ガラス等設置工事・遮熱フィルム貼付工事

■住宅用エネルギーシステム設置補助金
　住宅用エネルギーシステムの設置費用の一部を補助します。
　対象　HEMS・太陽熱利用システム・地中熱利用システム

■事業所用エネルギーシステム導入事業補助金
　事業者向けの創エネ・省エネ設備の補助金です。

浄化槽設置補助金
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

　回答いただいた人に抽選でプレゼント！広報アンケー
トでは、あなたの声をお待ちしています。

■応募方法
�　アンケートの答え・住所・氏名・年齢・性別・電話番号
を記入のうえ、11月26日㈪までにはがき又は電子メールで下
記へ�（１世帯につき各月１通まで）

★広報アンケートへプレゼントを提供していただ
　ける商店・企業等を募集中！掲載料金は無料です。
　詳しくは、市ホームページ又は広報課☎25－１１５５へ

■アンケート
１．今月号で良かったページ・役にたったページは？
２．広報紙の改善点をお選びください。
　　⑴記事の内容　⑵記事の配置�　⑶文字の大きさや色　
　　⑷写真　⑸その他
３．問２で改善点を選んだ理由は？

■応 募 先
�　〒367-8501　本庄市役所広報課「広報アンケート」係
　　�kouhou@city.honjo.lg.jp
　※件名に「広報アンケート」と明記
※当選者の発表は、当選ハガキの発送を
もって代えさせていただきます。

2018 N
o
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メールからも
応募できます

アプリ「マチイロ」
で広報ほんじょう
を配信しています。

　〈作り方〉
１．ねぎを長さ７cm程度に切る。
２．豚肉を一枚ずつねぎに巻き、片栗粉をまぶ
　す。
３. フライパンにサラダ油を入れて熱し、巻き
　終わりを下にして入れる。中火で焼き、焼き
　色がついたら裏返して、ふたをして弱火で２
　分焼く。
４．余分な油をとったら、★印の調味料を入れ
　て火を強め、水気がなくなる程度にたれを絡
　める。器にのせてできあがり♪ インスタグラムでレシピ公開

★農政課☎ 25－１１７７

■材料（大きめ６個分）
ねぎ（白い部分）　２本
豚バラ薄切り肉（豚ロースでも可）　200g
片栗粉　適量
サラダ油　大さじ１
★酒　大さじ１
★みりん　大さじ１
★しょうゆ　大さじ 1.5
★砂糖　大さじ１
白いりごま　お好みで

巻くだけ簡単！ねぎの肉巻き

旬の食材を味わう
本庄お手軽レシピ
親子で作ってみよう

❶❷
❸❹

広報アンケート　　読んで答えてプレゼントＧＥＴ！
今月のプレゼント

平日午前６時から営業し
ています。豆の味をダイレ
クトに引き出すフレンチ
プレスで抽出した自慢の
コーヒーがおすすめです。

珈
コーヒー
琲横丁　
ポケットサンド
セット　10名

▶店舗情報

珈琲横丁
本庄市駅南1-10-2駅南55ビル２階
☎71－８２７５
営業時間
平日　6：00～15：00
土・日・休日　9：00～17：00

ポニーテールの女の子のイラストがトレードマークです。
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